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こんにちは、金京鎮です

金京鎮

金京鎮AI書房のオンライン書籍。成長の歩み、科学技術政策、議員外交、立法の闘い、東大門のビ

ジョン、韓国の人口危機への提案を収めています。
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はじめに

全章を見る

次の章 →

政治の世界に入って以来、多くの選挙を経験してきた。自ら出馬した国会議員選挙、大統領選挙の

参謀、地方選挙の応援演説など。選挙のたびに、その時々に問題となっている懸案を解決するとい

う約束をしてきた。解決されたものもあれば、解決されていないものもある。企業が活動しやすい

世の中、同伴成長、労働者保護、福祉、健康保険の拡大など、大きな懸案が多かった。しかし、来

年2024年の国会議員選挙は、これまでとは次元の異なる問題に直面している。大韓民国の国家の存

亡に関わる問題である。大韓民国の合計特殊出生率が0.7人まで低下した。2023年の1年間の新生

児は26万人、20年後に軍に入隊

することになる兵力資源は、わずか13万人に過ぎない。 健康状態にかかわらず100％全員が軍に入っ

たとしても13万人だ。 全国の大都市にあるあのような多くの建物、ビルやマンションは、誰が、ど

のような用途で使うのか。

寿命が100歳に迫る中、1000万人を超える高齢者の健康管理、療養、扶養はどうするのか。 20年

後の労働人口1人当たり平均で1年に2～3億は稼いでこそ、国家維持に必要な税収、財源確保が可能

になるだろう。 そうでなければ、これまでの70年間にわたる大韓民国の成功した繁栄とは対照的な、

大韓民国の急激な没落を目にすることになるかもしれない。

体系的な国家構造改革を成し遂げなければならない。 国家が滅びるかもしれない崖っぷちに私たち

は立っている。 それなのに政治は、その根本的な問題解決には関心を払わないまま、李在明のよう

な犯罪者が169議席を擁する野党の大統領候補に選出され、党代表として野党を指揮しており、与

党の一角では時代遅れの理念論争に火をつけようとしている。

自身のこれまでの人生、第20代国会での議政活動の経験と誇り、私が考える国家運営�方向、私が

考える人口崖の解決策を提示し、この本を書いた。国家を経営したいという私の意志を込めて。助

けてくれたファンタ 全明潤先生、そしていつも私の傍らで静かに政治の道のりを支えてくれた友人

の李載教氏に感謝を伝える。2023.11

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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推薦文

← 前の章

全章を見る

次の章 →

独りで検事生活を送っていた頃、ビールグラスで焼酎を一杯さっと飲んで眠りについたという話は

聞いていたが、幼い頃から科学に強い関心を持っていたことは、今回の本の原稿を見て初めて知っ

た。科学者が夢だったが、父親の勧めで法学部へ進み、検事になり、政治家になったという。国会

の聴聞会などで、柔らかくも鋭い質問で注目を集めたが、実際の国会常任委員会では科学技術情報

放送通信委員会で多くの仕事をした。人間の尊厳を増進させることが歴史の発展であり、科学の力

がそれに寄与したと金京鎮委員長はこの本で主張している。彼が政治を通じて成し遂げようとして

いることも、大韓民国の人口問題に対する解決策と共に、科学技術の持続的な発展に寄与すること

であると明かしている。『東方の灯火』となって世界の文明を一段階アップグレードさせる世界史

的な足跡を残すことに寄与したいという彼の意志を積極的に支持する。選挙区活動の舞台を光州か

らソウル東大門に移した。極端な陣営政治で批判される韓国の政治風土において、彼は今回その陣

営を超えた新しい政党に所属している。彼の政治活動の動機がより実現される舞台となるべきだ。

天動説と地動説の論争で地動説が確認されたように、金京鎮の歩みが正しい道であったことが証明

されると信じている。前 国会立法調査処長 金満欽

大韓民国はこれまで目覚ましい発展を遂げてきた。6.25戦争後、世界最貧国から現在は先進国の入

り口に立つか、すでに進入している。経済専門家によれば、私たちが高度成長を成し遂げることが

できた理由は、高い教育熱に支えられた人的資本� 蓄積だという。ところが、あれほど順調で、『

漢江の奇跡』と呼ばれた私たちの経済が、過去30年間にわたって失速している。私たちの経済の失

われた成長エンジンを再び引き上げるためには、国民、政府、そして政治家が互いに協力して総力

を挙げなければならない。問題は、ほとんどの政治家がこの重要な事案に関心を持っていないとい

うことだ。この本には、金京鎮前議員がこのような事案を深く悩んでいる数

少ない政治家の一人であることが示されている。一般大衆には聴聞会やテレビの対談番組を通じて、

人間味があり素朴で話のうまい政治家としてのみ知られている彼が、第20代国会議員時代の議政活

動では、科学技術分野および国防分野で素晴らしい洞察力と推進力を見せた。例えば、彼は科学技

術革新本部の創設のために主導的な役割を果たし、『韓米ミサイル指針の廃棄を促す決議案』を代

表発議した。また、この本では「一人の人間は一つの宇宙である」という人間の尊厳を失わず、鋭

い慧眼で『東方の灯火』プロジェクトを構想し、李必炯区長と共に『グランド清涼マーケットモー

ル』を構想し、少子化に伴う人口の崖の問題を扱う物語が興味深く展開される。ソウル大学教授 黄

農文

金京鎮党協委員長の新著を読み、その方の明確なビジョンと実行力を改めて確認することができま

した。国会議員時代、科学技術情報放送通信委員会での活動は、多くの国民に忘れられない足跡を

残しました。特に、人工知能産業融合集積団地造成事業の推進は、金京鎮議員が追求する科学技術

の価値と、それに伴う国民の生活の質の向上、そして大韓民国の産業革新のための絶え間ない挑戦
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と努力を象徴しています。この本を通じて、金京鎮党協委員長の全方位的な活動だけでなく、その

哲学や国民とのコミュニケーションに対

する真心を感ることができます。これまで知られていなかった物語や、その方の深い考えが込めら

れており、すべての読者に深い印象と洞察の機会を提供してくれるものと思います。科学技術の発

展は、単なる技術の進歩を超え、国民一人一人の生活を変え、発展させる核心的な鍵です。金京鎮

党協委員長は、このようなビジョンを深く理解し、実践に移す政治家として記憶されることでしょ

う。Gist人工知能研究所長 孔得祚

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第1章 金京鎮が金京鎮になるまで

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1966年

私は1965年生まれだ。その年、大韓民国の1人当たりGDPは130ドル前後だった。1ドル270ウォ

ン程度だったので、ウォン換算で3万6千ウォンほどだ。国民一人の1年間の総所得が3万6千ウォン

だった、皆が貧しかった時代だ。私は全羅南道長城（チャンソン）の田舎で、7人兄弟の長男として

生まれた。私の故郷・長城は、私が生まれた年である1965年に人口が約13万人でピークに達した。

生きていく中で、故郷を立ち遅れた田舎だとばかり思っていたが、実のところ、私が生まれた年の

故郷は有史以来、最も人口が多かった、ある意味で全盛期だった。実家はかまどに薪をくべ、鉄釜

でご飯を炊き

ていた、あの頃の典型的な田舎の風景だった。電気も中学校の頃に通った。長男であり、幼い頃か

ら頭脳と才能を認められていた。当時は、家族全員が「芽の出そうな木」に集中投資していた時代

だった。すべての子供たちに等しく勉強をさせるには、資源が絶対的に不足していた。その点で、

私は兄弟の中で選ばれた存在だった。勉強は階層移動に不可欠なはしごだった。私は小学校時代に

田舎を離れ、光州（クァンジュ）の学校に転校した。4年生の時から光州の叔父の家から学校に通っ

た。家は貧しかったが、私はその貧しさの中でも、ある程度例外として特権的な扱いを受けていた。

長城よりも相対的に都会だった光州の国民学校（小学校）には、本がたくさんあった。その頃、読

書の喜びを初めて知った。探偵小説や冒険小説、そして科学の本を主に読んだ。いつか読んだ『ア

ラビアンナイト』に登場する「砂漠」という言葉は、いくら読んでもイメージが湧かなかった。砂

だけの世界が存在するということが信じられなかった。誰かが海辺にでも連れて行ってくれたなら、

砂浜を見

て感覚を掴めたのだろうか？ いや、テレビで一度でもその光景を見ていればすぐに理解できたかも

しれないが、文字だけで想像する砂漠は、ただただ漠然としていた。洞窟も知っていたし、「開け

ゴマ」もなぜあえてゴマでなければならないのかと考えたりもしたが、それでも適当に流すことが

できた。しかし、砂漠という言葉はその後もしばらく謎のままだった。かなりの時間が経ってから、

私は砂漠という存在について、ようやくおぼろげながら知ることができた。

ちょうどその頃、韓国の子供たちにSFの時代が到来した。1976年の夏休みを迎え、『ロボットテ

コンV』が登場した。それまでも『洪吉童（ホン・ギルトン）』のような童話をベースにした劇場用

アニメがなかったわけではないが、巨大ロボットものは生まれて初めてだった。電気屋の前で聞く

ラジオでは、街の話題だとして『テコンV』の話をしていた。公開当初、テコンVはソウルの大韓劇

場と世記劇場で上映された。先着200名に文化鉛筆をプレゼントするという広告を毎日のように耳

にした。映画の観覧料は300ウォン。ジャジャン麺数杯分の値段だった。時間が経ち、光州の中央

劇場でも上映が
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始まった。この映画を直接見たいという欲望だけが切実だった。始業式の日、子供たちは3つのタイ

プに分かれた。ソウルに親戚がいて大韓劇場でテコンVを見た子、光州の中央劇場で見た子、そして

大部分の、見ることができなかった子。あの頃は皆が貧しかったので、私のような子が一番多かっ

た。後ろの列の何人かの友達は、そんなものがあることすら知らなかった。当時はそんな時代だっ

た。たとえ巨大ロボットはいなかったが、オニヤンマは都心のあちこちでよく見かけた時代。罪の

ないトンボに当たり散らしていたような気がする。

武珍（ムジン）、霧津（ムジン）、無尽（ムジン）

あの頃、田舎での変化といえば、季節の移り変わりに伴う自然の変化だけだった。そんな長城から

都市の光州に出てくると、すべてが新鮮だった。小学校の頃はそれでも家と学校を往復するだけだっ

たが、中学生になると知恵がつき、勇気も出て、賑やかな都心を歩き回るのが楽しみになった。毎

日街を練り歩き、勉強とは距離を置いた。留学させてくれ、生活費を工面してくださる両親には申

し訳ないことだが、田舎暮らしの中学生にとって、都市は常に新しさと驚きに満ちた誘惑そのもの

だった。

小学校を卒業し、近くの武珍（ムジン）中学校に通った。光州の昔の名前が武珍州（ムジンジュ）

だったので、そこから取った

名前だ。 中学校時代、私は漫画にどっぷり浸かって過ごした。 主に科学漫画と推理漫画を好んで読

んだ。

当時は「ミョンラン漫画（明朗漫画）」というジャンルが主流だった。 吉昌徳（キル・チャンドク）

、朴水東（パク・スドン）、尹勝雲（ユン・スンウン）、申文洙（シン_ムンス）といった作家たち

が一世を風靡し、スポーツ漫画を描いていた李相武（イ・サンム）の『ドッコ・タク』も覚えてい

る。 今は漫画が知識や考え、娯楽を伝える効率的な手段として評価されているが、当時は今と違い、

貸本屋（漫画房）に出入りするのは不良学生だけがする一種の脱線行為として扱われていた。

だとしても、一度ハマった漫画の世界から抜け出すのは容易ではなかった。 漫画本は童話本とは違

う、いや、童話本では到底想像もできない破格の体験を私に与えてくれた。 雑誌『セソニョン（新

しい少年）』に連載されていた房鶴基（パン・ハッキ）作家の『消えた古い家』は典型的な推理も

のだった。

『タイムマシン』や『太陽を盗んだ少年』、『超人ルパン』などは、今もおぼろげに記憶に残って

いる作品だ。 特に『タイムマシン』は、今で言う「代替歴史ものジャンル」の初期の作品だ。 第1

話は李舜臣（イ・スンシン）将軍が戦死した露梁（ノリャン）海戦だ。

本当に手に汗握って読んだ。 私

なら将軍が亡くならないようにどうしただろうかと想像した。想像するだけで鼻の頭に汗がにじみ、

タイムマシンで見た未来は驚きと興味に満ちていた。あの頃の私にとって、漫画はまさに世界その

ものだった。

当時でき始めたゲームセンター（電子娯楽室）も新世界だった。当時のゲームは白黒スクリーンに

セロファンを貼り付けて、わずかなカラーを表現していた。『ギャラガ』のような数色で構成され
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た画面が出るには、あと数年待たなければならない時期。私が見たゲームは緑一色の単色だった。

今のようなHDRやレイトレーシングをサポートする3Dオープンワールドなど想像もできなかった時

代だ。ゲームセンターに行った時に驚かざるを得なかったのは、自分が戦闘機を直接操縦できると

いう事実だった。他人が作った世界を受動的に見るのではなく、電子ゲームは自分が直接操縦して、

地球を侵略したエイリアンと戦うことができた。簡単に言えば、自分の集中力と能力次第で何か目

的を達成することもできたのだ。

貸本屋やゲームセンターに出入りするようになり、以前に比べて多くのお金が必要になった。当時、

私がお金を手に入れる方法は、参考書を買うと言って嘘をつくことだけだった。罪悪感も覚えたが、

漫画やゲームが与えてくれる楽しみがあまりにも大きかった。私が当時達成した『スペースインベー

ダー』の最高スコアは、しばらくの間破られなかった。

1980年に高校生になると、もう遊ぶだけ遊んだという思いもしたし、何より現実がのしかかり始め

た。実は、父はすべて知っていた。私が何をしているか、何を考えているか。私が持つすべての能

力は、実のところ父から譲り受けた遺伝的な才能だったのだろうから、それは当然のことだった。

それなのに、父は私がお金をせびるたびに黙って差し出してくれた。苦しい家計の中でも、参考書

代を後回しにすることはなかった。ある日、父がすべてを知っていることに気づき、これまで無理

に無視してきた申し訳なさが押し寄せた。その足で霧津（ムジン）、霧のような彷徨を終えた。友

人のハン・イルグォンとオ・ジュンソプが1980年、私にこんな言葉を

かけた。「ソウルの大学に行こう。あそこは光州よりもっと大きい。もっと多くの世界が開けてい

るはずだ」。その声が落雷のように響いた。最近は電話連絡もほとんど途絶えてしまったが、心の

中の友情は今も続いている。私に注いでくれた友情は無尽（ムジン）、尽きることがなかった。中

学時代、私は3つの異なる「ムジン」に出会ったのだろうか。

私の夢は天体物理学者

中学生の頃、高校1、2年生の時まで科学者になりたかった。正確には、漫画で見た銀河系を探索す

る天体物理学を学びたかった。長城の実家では養蚕をしていた。当時は一次産業が主力だったので、

韓国にはこれといった輸出製品がなかった。髪の毛でかつらを作って輸出していた時代だった。朴

正熙（パク・チョンヒ）政権は当時、農村の収益事業として養蚕を推奨した。桑の木を無償で配り、

繭（まゆ）を国家が買い上げた。国家買い上げは、少なくとも販売は保障される。そうして我が家

では蚕を飼い、桑畑の真ん中に引っ越さなければならなかったので、家は村から離れた人里離れた

場所に

あった。当時、町には電気が通っていたが、我が家までは届いていなかった。日が落ちると空は星

でいっぱいになった。小学生だった私は星を眺めながら思索し、夢想し、妄想した。両親はしばし

ば空ばかり見つめる幼い私を心配したが、夢想を止めることはできなかった。あの輝く星の世界の

向こう側には何があるのだろうか？ 今の子供たちなら、数多くの背景知識で星や星間、惑星を語る

かもしれないが、当時は本も珍しかった時代。知識の空白には常に想像力が入り込んできた。未知

は私を魅了した。中学生時代も、高校生時代も, そして今も。オリオン座の真ん中の三つ星を見ると、

胸がワクワクする。
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1960年代後半、人類が月に着陸した。後になって人類が月に足を踏み入れたという事実を知った。

今でこそインドのチャンドラヤーン3号が月の南極に着陸するのをYouTubeで見ることができるが、

当時はテレビがあったとしても中継放送が

行われなかった。 アメリカの生放送の映像が衛星を通じて太平洋を越えて来なければならなかった

が、当時の韓国にはそのような設備自体がなかった。 米大使館から機材を空輸し、青瓦台（チョン

ワデ）をはじめとする極少数の限られた高位層だけが、アームストロングが月を踏む場面を、ノイ

ズの走る画面越しに見たという。

ちなみに、当時アポロの月着陸を生中継で見ることができたアジアの国は、日本とフィリピンだけ

だったという。 それでも当時の子供たちは、月着陸の話を聞くだけで、希望と夢を同時に持った。

それまで将来の夢が「将�」と「大統領」だけだった国で、科学者に乗り換える子供たちが溢れ出

した。

高校1年生の時、天文への夢を抱いていた私は、叔父にねだって天体望遠鏡を購入した。 当時の家

計状況では、いや、かなりの暮らしぶりを誇る家でさえ巨額に属する金額だったため、叔父は迷い

に迷った末に天体望遠鏡を買ってきてくれた。 ソウルに来て、価格を調べてはため息を

一つ吐き、本当に必要なのかと問い、何度も足を運んだ末の決断だった。今でこそスマートフォン

と天体望遠鏡、そしてGPSが連動し、星や星間の名前を入力すれば済む時代だが、当時はすべてを

手動でやらなければならなかった。そのため、天体望遠鏡の本体の上に小さなファインダー（直写

望遠鏡）が付いていた。高校の科学の先生でさえ、天体望遠鏡を珍しがった。宇宙をすべて手に入

れたような気分だったが、私が望遠鏡を通して見た宇宙は、月の表面のクレーターと土星の輪、木

星程度だった。参考にする本もなく、体系的な学びもなかった高校生時代、それが私の宇宙への近

づき方だった。

ちなみに韓国の天文学の歴史を見ると、学術団体である韓国天文学会が初めて設立されたのが1965

年、1972年になってようやく韓国アマチュア天文家クラブが誕生した。アマチュアとはいうものの、

亡くなった趙慶哲（チョ・ギョンチョル）博士が祝辞を述べ、会長は科学世界社という出版社の社

長だったという。田舎の高校生が近づけるようなアマチュアではなかったわけだ。

法学部への道

生涯、農夫として生きた父の最終学歴は小学校2年生の中退だ。しかし、私の知る人物（person）

の中で最も聡明（そうめい）な方だ。「聡」とは耳が鋭く、世界のどんな音も聞き取れるという意

味であり、「明」とは目が鋭く、世界のどんなものもすべて見るという意味だ。学歴や知識はない

が、世界の道理や世情については瞬時に把握される方だったので、時として我慢できないこともあっ

た。いつか面事務所（役場）を訪れ、不公平な扱いに抗議しながら公正な行政措置を求めたが、返っ

てきたのは公務員の暴行だった。今ならあり得ないことだが、当時は田舎の公務

員の威勢はすごかった。公務員の立場からすれば、ただの無学な農民ごときが意見を述べるという

こと自体、滑稽だったのだろう。

父と一族の私に対する期待は、法学部への進学だった。司法試験に合格して判事や検事になるとい

うことは、本人の人生の転換点であるだけでなく、一族全体の栄光であり威勢であった時代だった。
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父の判事・検事への期待を知らなかったわけではないが、それでも高校1、2年生の時の私は科学者

になりたかった。それで高校2年生の時に理

系（理科）を選択し、数学II、物理II、化学IIを勉強した。 父も残念がっていたが、顔には出さなかっ

た。 私もわかっていた。

父の願いから外れていることを。 高3、学力考査（共通試験）を終え、最終的に学科を選択しなけ

ればならなかったあの時。 それによって私の人生の軌道が確定しなければならないその時間、悩み

抜いた。

夢と現実が初めてのしかかってきた。 高3の坊主頭の少年だった金京鎮（キム・ギョンジン）は、

悩んだ末に結局、法学部に願書を出した。 幸い、合格通知を受け取った。

天体物理学者が検事、政治家へと人生が変わる瞬間だった。 しかし、人生の経路は常に重なり合い、

経験は消滅しないもの。 第20代国会で過防委（科学技術情報放送通信委員会）所属の国会議員とし

て活躍し、今も数多くの科学者と協業している。

高校時代の理系の勉強をした経験、そして今も科学技術への関心を持ち続けているからこその結果

だと思う。 人生において無駄になる経験はない。

ソウル生活。1983年2月、高麗大学校法科大学に入学し、ソウル生活が始まった。地方から出てき

た私にとって、鍾路（チョンノ）・光化門（クァンファムン）の風景は華やかだった。今でこそ漢

江（ハンガン）以南の方が華やかな時代だが、当時はちょうど蚕室（チャムシル）が定着し、遁村

洞（トゥンチョンドン）に住公アパートが建ち、いわゆる江南（カンナム）が作られ、松坡（ソン

パ）が生まれる時期だった。そのため、まだ江北（カンブク）の都心もソウルの中心であることを

誇ることができた。新入生の頃、安岩洞（アナムドン）や祭基洞（チェギドン）は私の遊び場だっ

た。百貨店では、アメリカから輸入されたビニールに包まれた「チーズ」というものを初めて見た。

最初口に入れた時は、なぜ石鹸のようなものを食べるのか理解できなかった。それが今やトッポッ

キにも

入っているのを見ると、おかしくもある。本が好きな私にとって、教保（キョボ）文庫と鍾路書籍

の規模は見るたびに驚きだった。

映画館もよく通った場所だった。オスカー劇場は封切館で、その向かい側に時代劇場があった。入

学して1ヶ月ほど経った頃、ふとオスカー劇場の方に足を向けたのだが、映画館の看板のキャッチコ

ピーに目を奪われてしまった。

ソ連の美貌のトップスター「リュドミラ・サベーリエワ」の名演技！

ソ連？ 好奇心が湧き上がった。反共主義が厳しかった時代、ソ連は口に出すことさえ恐ろしい共産

主義の宗主国であり、禁忌の対象だったからだ。映画は第二次世界大戦当時、ナポリの田舎娘ソフィ

ア・ローレンとミラノの青年ジャンニとの恋物語を扱っている。二人は戦争のさなかに愛し合い、

男はウクライナ戦線へと発つが、まもなく戦死し、ソ

フィア・ローレンの両手には戦死通知書が置かれることになる。 しかし、ソフィア・ローレンは夫

の死を信じず、ソ連（正確にはウクライナ）へ行って夫を捜し回る。 あの広い大地を。
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やがて彼女は夫を見つけ出すが、夫は記憶喪失になり、すでに別の女性と家庭を築いて暮らしてい

た。 失望した彼女もまたイタリアに戻り、年老いた労働者と結婚して暮らしていた。 ところが今度

は、記憶を取り戻した男が彼女を訪ねてくる。

すでに引き返すことのできない身、結局、愛する男を駅で見送り、彼女はとめどなく涙を流す。 ソ

ウル生活の初期で最も衝撃的だった場面は、ソウルの人々が肉を焼いて食べる光景だった。 今となっ

ては何のことかと思うだろうが、当時はまだ貧しい時代だったので、少なくとも肉だけを焼いて食

べるなど想像もできないことだった。

肉が貴重だったこともあるが、肉が手に入れば最大限に増やして食べなければならなかったため、

大根や豆腐と一緒に汁物の形で肉を調理して食べた。 それもまた一年にわずか数回に過

ぎない年中行事だった。ところが、その貴重な肉をソウルの人々は鉄板で焼いて食べていた。その

事実が、当時の私にはあまりにも衝撃的だった。「へぇ、ソウルの人はやっぱり違うな」というの

が当時の私の総評だった。当時は、そんなソウルの姿が世界の華やかさのすべてであるかのように

思えた。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.
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第2章 科学的な議政生活

← 前の章

全章を見る

次の章 →

科学と国防

科学はすなわち国防であり、国防はすなわち科学である。この二つは不可分だ。最先端の科学技術

は軍事部門でまず使われ、軍事部門の技術が再び民間へと渡り、連続的な革新を創り出した。

かつて、自動車には「道路交通もの知り博士」という地図帳が備え付けられていた。当時は道が分

からなくなると、車を路肩に止めて地図帳を調べたり、横断歩道の信号待ちの隙に運転席の窓を下

ろしてタクシー運転手に尋ねたりしたものだ。タクシーの運転手さんは、道に関しては知らないこ

とがない、一種のヒューマン・ナビゲーションだった。道を尋ねると「待てよ。ここを真っ直ぐ行

くでしょう？ 行くと横断歩道が」

見える…あ、三つ目だな。真っ直ぐ行ってください。そのまま三つ目の横断歩道を過ぎて左折する

んです。そして少し行けば左側に見えますよ」と言われたものだ。だからだろうか、当時は見知ら

ぬ人に話しかけるのはそれほど難しくなかった。人と人は互いに助け合い、各自の経験と知識を自

然に共有する、そんな関係だった。

海外旅行に行く時も、大きな旅行ガイドブックが必須だった。行くたびに、本の内容が合っている

だの合っていないだの、地図が間違っているだの縮尺がおかしいだのと不平を漏らしながらも、旅

行ガイドブックを一冊は必ず持って行った。

アナログな地図帳の世界を一変させたのは、軍事技術であるGPSを民間に開放した1996年からだ。

もちろん当時は、GPSがスマートフォンに入るほど小さくはなかった。1978年に撮られた写真を見

ると、GPS信号を受信するために、大きく厚いアンテナが付いたバックパックを背負って歩かなけ

ればならなかった。携帯可能なGPS受信機が初めて登場したのは1989年だが、この時でさえGPS端

末は重さだけで680

グラムあり、単3乾電池を4本も入れたのに、作動時間はわずか3～4時間だった。

宇宙開発の過程で誕生し、ミサイルの誘導装置に搭載されていたGPSが民間に開放され、世界は画

期的に変化した。 そのおかげで、人々は道を覚えなくてもどこへでも行けるようになった。 「方向

音痴」たちが一斉に解放されたという点で、GPSはすべての人に公平に与えられた一種の祝福のよ

うなものだった。

今や海外旅行はスマートフォン一つで完結する。 手のひらの中で地図が開き、地図の特定の場所を

クリックすれば、世界中の人々が書いた体験談が出てくる。 初期のスマートフォンはGPS信号のみ

を受信していたため、高層ビルが多い地域ではしばしば誤差が生じることもあったが、最近のスマー

トフォンは、ロシア版GPSであるGLONASS、EUのガリレオ（Galileo）、中国の北斗（BeiDou）衛

星システムもすべて統合受信して誤差を補正する。



12

今や「道が分からなくてどこにも行けない」という言葉は通用しない。

どの家庭にもある電子レンジも、レーダー開発企業であるレイセオン社が電磁波を研究中に発見し

た現象を応用して作られた。コンピュータも、もともとは誘導弾の弾道角を計算するために作られ

たのが始まりであり、インターネットは1969年に米国が軍事暗号通信用として開発したアーパネッ

ト（ARPANET）が、民間研究機関で応用されながら移転され、これが結局今日のインターネット革

命へと発展した。実は、これらすべての技術、コンピュータとGPS、そしてインターネットが結合

されたデバイスこそが、スマートフォンなのだ。今、あなたが手にしているそれのことだ。

冷戦が終わり、もはや国防技術が民間技術をリードし圧倒する時代は過ぎた。しかし、依然として

「国防はすなわち科学であり、科学はすなわち国防である」時代だ。この二つは噛み合いながら進

んでいく。韓国が作った半導体がなければ、先端ミサイルの開発から宇宙へ打ち上げるロケット開

発まで望み薄だ。現在、韓国の技術的独立、あるいは世界の半導体サプライチェーンにおいて占め

ている位置は、私たちの

血と汗の成果だ。短期間でこれほどの位置に上り詰めたという点について、韓国人は自負心を持っ

てよい。世界中のどこを探しても、このような国はない。

自主国家の核心要素の一つは、まさに世界に通用する科学技術の確保であり、そのための科学への

投資は不可欠な条件だ。今もなお、国家はR&D部門において交通整理を行い、未来の成長エンジン

を発掘していかなければならない。

「科学が私たちを自由にするだろう」。少なくとも産業革命以降、この命題が揺らいだことは一度

もない。

KAISTの卒業式で祝辞を述べる

かつて科学徒の夢を抱いたこともあり、時折科学技術に関連する話をすると驚く人が多い。国会議

員は文系出身だと思い込まれることが多いし、個人的に検事という前職があるため、ブロックチェー

ン、人工知能、ゲノム編集（遺伝子ハサミ）について話をすると、意外だという反応がほとんどだ。

2016年に国会議員になり、常任委員会として科学技術情報放送通信委員会を選択して4年間ずっと

そこで働いた理由も、科学技術こそが大韓民国発展の核心だと考えたからだ。そのため、講演をす

るたびに科学と技術の重要性を常に説いている。テレビで見ていた鋭い

政治評論を予想していた聴衆にとって、講義の間ずっと続く先端技術の話は意外だという反応だ。

2018年2月のことだ。 韓国科学技術院、すなわちKAISTの卒業式の祝辞を頼まれた。

かつて科学者が夢だった人間として、これは何とも誇らしい気分だった。 ある分野に深く心酔して

いる人を「ドクフ（オタク）」と呼ぶ。 日本語の「オタク」から派生した言葉だが、趣味以上に没

頭し、専門家以上の知識を持つ非専門家を指す言葉でもある。

「ソンドク（成功したオタク）」の「ソン（成）」は「成し遂げる」という意味だ。 つまり、科学

徒の夢を持ちながらも叶えられなかった科学愛好家に対し、KAISTから卒業式の祝辞を頼まれたと

いうことは、ともかく科学界から少しは認められたという意味だろう。 当時の祝辞の一部を抜粋し

てみる。
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「深い感謝の意を表します。 私は大学の83学番（1983年入学）です。 こうして学位授与式や卒業

式に来るたびに、自分が卒業した1987年の感慨が蘇ります。

私の息子

も昨年、大学を卒業しました。卒業した息子に、そして学生たちに私がいつも強調しているのが『

時間の重要性』です。皆さん！ 時間の主人になってください。時間の主人になる人だけが、国家、

人類、そして何より自分自身の人生を豊かなものにできるのです。多くの人は、自分が動かない理

由を時間不足だと勘違いしています。

��� ��� ��� �� ����� ���� � ����� ������ ��� � ����. �

��� ��� ��� "�� �� �� ��� �� �� ��� ���."� ����. ��� ��� 

��� �� ��� �� ��� ����� 24���� ��� �����. ���� ��� ���

 �� ���, ��� 24��� ��� ��� ��� ���� �� ����. � ��� ���� 

���� ����. ��� ���� ����� �� � �� �� ����� ��

ことなのだ。私たちがよく偉人と称える方々の共通の特徴が、長い時間を一つのことに邁進した点

にあることを忘れないでください。最後に『心の主人』になりなさいという言葉を贈ります。アッ

プルの神話スティーブ・ジョブズは、仏教の修行法の一つである『禅』の修行、言い換えれば心を

整え精神を統一する瞑想を通じて、生の真理と悟りを追求した革新家でもありました。

スティーブ・ジョブズは瞑想を通じて常に『集中とシンプルさ』を求めていました。私はジョブズ

の創造力と洞察力の背景が、先端技術ではなく、瞑想を通じた内面の省察にあったと考えています。

祈り、瞑想、黙想を通じて自分の心をコントロールしてください。私の尊敬するお坊さんは、人々

の悩みに対する回答として、いつも『幸福は心の持ちようにある』という大きな枠組みのメッセー

ジをくださいます。自分の心の主人になれなければ、自らを不幸だと思い込み、引け目ばかりを募

らせることになります。幸福の主人になれないのです。低い自尊心、引け目は、ブレーキを踏んだ

まま運転するのと同じくらい

非効率的です。自分の心の主人になれる者だけが、時間の主人、幸福の主人になれることを銘記し

てください。2018. 2 国会議員 金京鎮」

学位授与式の後、多くの称賛をいただいた。政治家の型通りの祝辞ではなく、真実味に基づいた大

きな響きを与える言葉だったというのだ。スピーチがかなり好評だったのか、2018年に続き2019

年もKAISTの卒業式に招待されることになった。大韓民国の未来を切り拓く科学人材たちの前で、

彼らの未来を激励し祝福する機会を二度も得ることができたのだ。彼らは今も熱心に自分の職務に

没頭しているだろうか。再び国会議員になるなら、彼らが他のことに気を取られず研究だけに専念

できる、そんな環境を作ってあげたい。それが私たちの未来にも直結しているのだから。

ポータルの時代で生き残る方法

カカオやネイバーのようなポータルサイトは、常にニュース配列の公正性問題で槍玉に挙がる。特

定の政派に近いのか、偏向しているか否かは常に議論の的だ。誰もが被害意識に囚われ、相手に有

利な「傾いた運動場」だと主張するため、ポータルがどのようにニュースを配置するかには常に敏

感にならざるを得ない。それもそのはず、私たちは朝起きてすぐにポータルを通じてニュースを見、
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買い物をし、人と交流する。SNSの時代が到来し、ポータルが運営する「カフェ」という名のコミュ

ニティの力は弱まったが、代わりに次々とeコマース市場に進出し、今やこれらはケーブルのショッ

ピング

チャンネルも吸収している最中だ。ポータルの力は依然として強大であり、韓国では「公共財」の

領域と見なしても差し支えないほどだ。

今や昔話のように聞こえるコロナ・パンデミックの期間、ポータルは個人の身元を認証し、国家の

業務を事実上代行した。 もちろん、あの混乱した時期にポータルのサーバー網を最大限に活用し、

市民が不便を感じない行政を作り上げたことは、一見評価できるかもしれないが、数多くの行政業

務がポータルによって提供されたことで、スマートフォンを使わない高齢層は一種の行政の死角状

態に置かれていた。 実際に当時、すべての個人は手書きで身元を記入するか、スマートフォンを通

じてQRコードを読み取らなければ食堂に行くことができなかったが、後半になるにつれて手書きは

姿を消し、スマートフォンを操作できない独居老人たちはどこにも行けない状況が繰り広げられた。

さらに、このような状況に抗議するために行政福祉センター（役所）に行こうとしても、そこです

らQRコードを読み取らなければ通過できなかったのだ。

のである。

こうなると、一体大韓民国においてポータルは公共の領域なのか、あるいは単なる私企業に過ぎな

いのかさえ疑問な状況が続いた。国家の業務をこのように特定の会社に一任することが可能なのか

も疑問だ。また、このように国家の行政サービスを特定の企業に依存することになることで、国家

と特定の企業が相互依存性を持つようになるという問題点も無視できない。

前述したように、ポータルの検索順位操作およびニュースを優先的に露出するアルゴリズムの問題

は、常に政治的な論争の的だ。20代国会議員時代だった2018年、ポータルの各種情報操作防止の

ための「ポータル3法」を発議した。

このうち、電気通信事業法改正案には、▲ポータルサイトに自動化された原則による記事配列のみ

を許可すること、▲メディアレップを導入して広告および会計を透明化すること、▲報道

機関が委託した記事以外は記事を掲載できないようにすること、▲域外規定を明文化して国内外の

事業者間の逆差別を解消すること、などの内容を盛り込み、情報通信網利用促進及び情報保護等に

関する法律改正案には、▲情報検索サービス提供者が情報検索結果を操作できないようにすること、

▲情報検索結果を導き出す基本原則を公開するようにすること、▲利用者が情報検索結果と営利目

的の広告性情報を区別できるように技術的措置を義務化すること、などの内容を盛り込んでいた。

当時、この法案の発議は業界はもちろん、聯合ニュースを通じて多くのメディアが引用するほど注

目を集めたが、結局通過はしなかった。 今日も依然としてポータルの公正性問題は槍玉に挙がって

いる。

政権が変わるたびにポータル問題を俎上に載せるが、立法にまでは至らない。 結局、この問題はす

べての人にとっての宿題だ。 なぜ私たちのポータルは、グーグルのように政治から自由になれない

のだろうか。
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今や人類にはAIという優れた武器もできたというのに。 ポータル以外にも、取引仲介や配達代行プ

ラットフォームの問題

も、私たちの社会が合意すべき重大な問題の一つだ。 近所の食堂や中華料理店、ピザ・海苔巻き店

のような小規模な飲食業者において、仲介・配達アプリ業者に支払う手数料の負担がかなりのもの

だ。 最近は多くの人々が配達アプリだけに依存しているため、配達アプリを無視することはできず、

ただでさえ薄い利益を配達アプリの手数料として出すため、収益はかえって以前より落ちるケース

も多いためだ。

仲介・配達アプリを通じて注文されるサービスは、1件あたりの販売価格の15％に達する場合もあ

る。 2～3の特定企業が寡占している仲介・配達アプリ市場の構造を、法と制度を通じて適正な範囲

に制限する必要が明らかにある。 かつてはインターネットを通じた商取引が選択事項だったが、今

やインターネット商取引は私たちの生活に不可欠な公共財となってしまった。

今や一種の社会的SOC（社会間接資本）として扱い、規制すべき時期に来ているのだ。

議員生活4年の誇り！

科学技術革新本部の創設を主導！ 大韓民国のR&D予算は2023年基準で25兆9,000億ウォンに達す

る。私が20代国会議員を務めていた2016年には一般会計で14兆、ここに特別会計と基金を合わせ

ても19兆だったことと比較すれば、大きな発展だ。

約26兆に達する国家R&D事業は、科学技術革新本部が総括する。科学技術情報通信部の第1、第2次

官とは別に「本部」という名前を使うが、本部長は次官級だ。過基情通部の組織図を見ても、科学

技術革新本部は第1、第2次官とともに、事実上の「第3次官」の形態で運営されている。どこもそ

うであるように、韓国の官僚社会も各部処（省庁）間の軋轢

やパワーゲームが相当なものだ。科学技術革新本部ができる前は、過基部傘下の科学技術政策本部

が科学技術政策および国家R&D事業の方向性を定めると、それに基づき企画財政部の決定と国会の

承認を得て予算を執行する構造だった。

過基部が企財部の承認を得て国家R&Dを選定していたため、問題が多かった。科学技術のR&Dは長

い目で見なければならない事業が多く、最近のAIのように突然重点事業になる場合もある。このよ

うな場合、過基部が企画財政部を説得しなければならないのだが、ここで典型的な「文系・理系」

間のコミュニケーションミスがしばしば発生した。企財部官僚の視点からは到底理解できない研究

テーマもあった。そのため、本当に必要な部分に即座に資金が支援されないケースもあった。そこ

で出てきたのが、科学技術R&Dについては過基部が直接自ら意思決定を行えるようにする必要性が

提起されたのだ。私の自慢をさせてもらうなら、2017年の予算決算特別委員会（予決特委）委員時

代、企

財部長官から、科学技術革新本部を創設するという公式答弁を国会予決委の会議場で引き出した。

実は革新本部の創設は当時の大統領の公約事項でもあったのだが、予想通り、企財部そして国会企

財委の「自分たちの既得権守り」の反対により、失敗する可能性が高かったからだ。
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科学がこの国の未来だと考える立場からは、必ず必要な問題だと判断し、企財部長官の公式答弁を

引き出した後、革新本部の創設に反対の立場を表明していた国会議員たちを一人一人訪ねて説得を

重ねた。当時、申容賢（シン・ヨンヒョン）議員、呉世正（オ・セジョン）議員らが多くの助けを

くれた。20代国会4年間の議員生活の中で、最もやりがいがあった事件は何かと聞かれれば、科学

技術革新本部を創設する最前線に立って一翼を担ったことだと答えるだろう。付け加えるなら、わ

が国は大韓民国政府の樹立当時から科学技術振興の意志が鮮明だった。誰もが食う

に困っていた1959年、国家原子力院が初めて誕生した。 科学技術政策という概念すら乏しかった

時代に起きた、今考えれば奇跡のような出来事であり、韓国科学技術史に蒔かれた最も巨大な種の

一つだった。 韓国の現代史は朴正煕（パク・チョンヒ）と金大中（キム・デジュン）という二人の

巨頭によって動かされたと言っても過言ではない。

科学技術政策も同様だった。 1962年に経済企画院（当時は復興部と呼ばれた）ができ、経済開発5

カ年計画が樹立されると、ついに科学技術予算が独立した項目として国家予算に記載され、関連統

計も作成され始めた。 1966年にKISTができ、1967年には政府機関として科学技術処が誕生した。

1972年には国務総理を議長とする科学技術審議委が設置され、総理室で科学技術政策を調整するに

至った。 ここまでが朴正煕時代の成果なら、次の跳躍は金大中が引き継ぐ番だ。 IMF救済金融の最

中に大統領になった金大中は、科学技術の中でも情報通信の時代になることを予見した。情報ハイ

ウェイが世界で最も速く敷設され、突如として全国民インターネット時代が到来した。

誰がこの国が自力でロケットを打ち上げると予想し、AIコンピューティングの核心であるHBMメモ

リをほぼ独占生産する国になると想像しただろうか。

私たちの繁栄は科学から始まった。かつて私たちは世界初のロケットである「神機箭（シンギジョ

ン）」を開発したが、世宗時代の終わりとともに科学技術を軽視した結果、結局、文禄・慶長の役

（壬辰倭乱）と二度の胡乱、そして日本の植民地という悲劇を迎えなければならなかった。

いつでも誇らしげに言える。私が科学技術革新本部を創設する上で一翼を担ったのだと！

To Infinity, and Beyond!

2023年8月23日、インドのチャンドラヤーン3号が月の南極に着陸した。月の南極着陸は、先に日

本とロシアが失敗した中で成し遂げられた快挙であり、インドはこれにより世界で4番目に月面着陸

に成功した国となった。ちなみにインドは2014年、火星探査機マンガルヤーンの打ち上げにも成功

し、アジアで初めて火星に軌道衛星を到達させた国にもなっている。

ニュースを見ながら羨ましかった。本当に羨ましかった。

宇宙競争を巡る争いは、ますます激化している。宇宙への道は科学技術の領域でもあるが、

さらに国家安保の核心でもある。世界の主要国は宇宙を国家戦略の要として設定した。現在の宇宙

競争は、15世紀の大航海時代初期に比肩する。大航海時代に積極的に打って出た国は先進国となり、

欧州が世界へ進出する時に門を固く閉ざしたアジアは長い間、受難を経験した。宇宙開発は、事実

上、人類が迎えた「第二の大航海時代」だ。当時、誰かは「海の果てに行けば怪物が、巨大な崖が
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ある」と信じていた。失敗の確率が至る所に潜んでいる、そんな賭けに金を使うのは無意味なこと

だとも言われた。ポルトガルのエンリケ航海王子は、このような反対を押し切って航海研究所を作っ

た。海の可能性をいち早く見抜いた勇敢な者たちが今日の社会を作ったように、宇宙へ進出する国

が結局、未来の世界を作るのだと確信している。

その点において、私たちは「晩時之嘆」、正直言って遅きに失した感がある。1990年代に入ってよ

うやく第一歩を踏み出し始めたからだ。幸いなのは、遅いスタートにもかかわらず、特有の

速いスピードで宇宙強国との技術格差を縮めている。 1992年に他国のロケットに載せられて宇宙

へ行ったが、2013年には純国産技術で作った羅老（ナロ）号を宇宙へ打ち上げた。 大韓民国の宇

宙開発目標はすでにロードマップが出ている。

2030年までに低軌道8トン以上、中軌道3トン以上の打ち上げ機を完成させ、2040年になれば低軌

道は15～20トン、静止軌道には5～6トンを運ぶ打ち上げ機を作るというものだ。 2030年からが

本格的な始まりだ。 2030年までに韓国型打ち上げ機に載せて月着陸船を送り、2035年までに小惑

星サンプルリターン船を成功させることだ。

現在、私たちは世界10大宇宙強国に入っている。 しかし、世の中はたいてい1、2、3位を記憶する

のであって、10位以内に誰がいるかは覚えていない。 大航海時代に記憶されている国も、スペイン、

ポルトガル、オランダ、およびイギリスなど4カ国程度だ。

10大強国に満足してはならない。 2022年、ヌリ号の2次打ち上げが成功し、私たちは1

トン以上のペイロード（積載物）を宇宙軌道に乗せた世界で7番目の国となった。

私の問題意識はここからだ。韓国の宇宙開発は非常に急速に成長しているが、国家安保の観点から

の宇宙開発はまだ不十分だ。この部分において最も動きが早いのは、やはり米国だ。米国はトラン

プ政権時代、ホワイトハウスに副大統領を委員長とする「国家宇宙評議会」を20年ぶりに再設置し、

2019年12月20日に宇宙軍を公式に創設した。目標も明確だ。宇宙戦争に備え、人工衛星を管理す

るという計画だ。ちなみに現在、在韓米軍にも宇宙軍が「SPACEFOR-KOR」という名前で創設され

ている。現在、米宇宙軍の人数は約8,000人だ。

米国とともに宇宙軍を保有している国はロシアだ。しかも創設年も米国より早い2001年だ。しかし

「金食い虫」という評価にロシア経済が悪化し、

2015年からは空軍に編入。空軍の傘下部隊に転落してしまった。

英国は2021年に合同宇宙軍司令部を創設し、フランスは2020年にフランス空軍の名称をフランス

航空宇宙軍へと改称した状態だ。最も近い日本を見てみよう。日本は2020年に宇宙作戦隊を創設し、

航空自衛隊を航空宇宙自衛隊へと再編するのが目標だ。ちなみに日本は、敵性国の衛星を識別して

破壊するキラー衛星の開発を計画している。

世界はこのような状況だ。第二の大航海時代を迎え、今や探査とともに宇宙の国防力を強化する時

期に差し掛かっている。私たちは2022年に合同参謀本部が「軍事宇宙課」の新設を発表し、空軍に

は「宇宙航空作戦大隊」が創設された。まだ合参に一つの課、空軍に大隊ができたレベルだ。私は

2019年の「第1回 官民軍宇宙発展セミナー」に政治
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家としては唯一出席した。今は少しマシになったが、わずか4年前の2019年当時は、誰もこの問題

に関心を払っていなかった時代だった。

だから孤独で寂しかったかと聞かれれば、私は光栄だったと答えるだろう。実際に私の心境がそう

だ。宇宙軍へと向かう最初の官民軍セミナーに出席したことは、私の人生の勲章のようなことだと

思っている。

以下は当時の演説内容である。

「今年初めて開催された官民軍宇宙発展セミナーの開催をお祝い申し上げます。素晴らしい行事を

準備してくださった金準植（キム・ジュンシク）空軍参謀次長、任鉄浩（イム・チョルホ）航宇研

（KARI）院長、李炯睦（イ-ヒョンモク）天文研（KASI）院長にも祝意と感謝を申し上げます。空

を制覇した空軍が、今年創設70周年を迎え、大韓民国の代表的な宇宙機関である航宇研、天文研と

共同で官民軍宇宙発展セミナーを開催することは非常に意味深く、真の官民軍和合の姿を示す良い

事例だと考え

ます。世界各国は、宇宙条約で定義された『宇宙の平和的利用』原則と、『宇宙は人類共同の遺産』

としていかなる国家も宇宙を所有できないという原則を超える政策も展開しています。

このように世界の主要国は宇宙を国家の核心軸として設定し、多方面で宇宙開発を推進中ですが、

わが国は未だに科学的活用のレベルに留まっており、安保次元の宇宙開発はよちよち歩きの段階で

す。私は官と民、軍が協力して宇宙開発を効率的に行うためのいくつかの案を提示したいと思いま

す。まず、官民軍の技術協力の活性化です。わが国はこれまで、様々な衛星事業や武器体系事業な

どを通じて、官・民・軍それぞれで宇宙開発に関連する技術を開発・蓄積してきており、関連イン

フラを構築してきました。

民間分野では国内の衛星事業を遂行しながら衛星

体の製作および試験に関するインフラとノウハウ、人工衛星の運用に関する知識と経験を蓄積し、

韓国型打ち上げ機『羅老号』『ヌリ号』の打ち上げ成功を通じて、独自の人工衛星を打ち上げるた

めの打ち上げ機基礎技術を確保しました。

また国内の人工衛星発射場の建設などを通じて、宇宙開発関連のインフラを整えました。軍は航空

機などの武器体系で使用するレーダー、光学、赤外線センサーなど、軍に必要なセンサーの開発を

継続的に行いながら、併せて航空機の研究開発のような大型武器体系事業を通じて体系統合および

試験評価能力を保有しており、韓国型ミサイルの開発を通じて打ち上げ機に関連する基礎的な技術

を保有しています。

民と軍はそれぞれの特性に合った技術を保有しつつ、宇宙開発事業は国家が統一性を持って体系的

に管理しながら、官民軍の技術協力を引き出さなければなりません。また、民と軍が保有する生産

および試験施設、衛星発射場の

ようなインフラは、活用可能な範囲内で共同で活用し、新規投資は国家的観点から判断し、研究人

材および技術交流を拡大するための政策を樹立・施行することが必要です。
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次は安保分野の宇宙開発を効率的に推進するための法と制度の再整備です。現在、宇宙関連の法律

は、過基情通部所管の『宇宙開発振興法』と『宇宙損害賠償法』、産業部所管の『航空宇宙産業開

発促進法』があります。これらの法律はすべて、宇宙を科学的な探究領域かつ平和的な利用という

目的のみに活用しているため、今は包括的な法律的再点検が必要です。現在の『宇宙開発振興法』

は、国家の宇宙関連政策全般を網羅する法律として、衛星開発事業を含むすべての国家的次元の宇

宙開発事業は、過基部が統括しながら関係部処と協議することになっています。しかし最近の事例

を見ると、もう少し効率的に官・民・軍が宇宙開発事業を推進できる案を模索

する必要があります。宇宙先進国である米国と日本が、それぞれ副大統領と総理を司令塔とする宇

宙開発機構を新設して宇宙業務を統括していることを考慮すれば、わが国もより大きな次元で宇宙

開発を推進することが効率的でしょう」

インドの月探査機の名前はヴィクラム（Vikram）だ。インドの宇宙開発に一線を画した科学者の名

前にちなんでいるという。いつか、小さな衛星一つにでも自分の名前が入ることが夢だ。大韓民国

の未来のために、私は常に宇宙へと向けた視線を外さないだろう。

無限の彼方へ！

To Infinity, and Beyond!

『韓米ミサイル指針』の破棄、自主国防の第一歩

2017年1月、金正恩（キム・ジョンウン）は新年を通じてICBM（大陸間弾道ミサイル）の開発を完

了したと宣言した。北朝鮮は、大韓民国が少しでも揺らぐその瞬間を実によく捉える。北朝鮮の

ICBM成功が事実なら対応策があるべきだが、大韓民国には重大な外交的制約が一つあった。米国政

府が一方的にわが国に要求し受け入れさせた「韓米ミサイル射程指針（RMG、Revised Missile

Guideline）」、それだった。

1978年、韓米関係は最悪だった。米国のカーター政権は人権外交を主唱した。維新政権の人権弾圧

に対する対抗策として在韓米軍撤退のカードを検討して

おり、朴正煕大統領は「それならば我々は自主国防で対応する」として、韓国独自のミサイル開発

計画、名付けて「白熊事業」を推進する。 当時、米国はこれにより韓国が独自の核武装をすること

を強く懸念したという。 すなわち、白熊事業を核を投射するための打ち上げ機の延長と見たのだ。

外交問題を超え、軍事、そして同盟間の信頼問題にまで発展した。 結局、米国政府は在韓米軍や

CIAなど多様な経路でわが国政府に圧力をかけ、最終的に射程180km以上のミサイルは米国政府の

承認なしには開発も保有もしないという誓約書を、盧載鉉（ノ・ジェヒョン）国防部長官を通じて

米国政府に送ってしまった。 厳密に言えば、国家対国家として条約を締結したのではなく、米国政

府の要求に従い、大韓民国政府が一方的に自らミサイル開発の制限を誓約した「外交的服従誓約書」

に過ぎなかった。

しかし、この韓米ミサイル指針は、その後長らく大韓民国のミサイル・宇宙打ち上げ機開発の障害

となってきた。
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この指針のために約40年間、私たちは主権侵害はもちろん、軍事偵察用ドローンなどの無人機、固

体燃料宇宙打ち上げ機産業まで制約を受ける状況が続いた。 単なるガイドラインに過ぎないミサイ

ル指針によって、半世紀近く研究用の宇宙打ち上げ機や固体燃料、ドローンといった航空宇宙産業

の開発を根本的に封じ込められたわけだ。 韓米ミサイル指針により固体燃料の使用が制限されたた

め、わが国の打ち上げ機は最初から液体燃料で開発しなければならなかった。

ヌリ号設計当時にこのような制約がなかったなら、今頃ヌリ号の性能ははるかに改善されていただ

ろうというのが専門家の見解だ。 固体燃料は液体燃料に比べて構造が単純なため、開発費用と時間

がより節約される。 朝鮮半島の地政学的な位置からして、大韓民国のミサイル開発は米国だけでな

く中国、ロシア、日本といった周辺強国をすべて刺激する事柄であることは明らかだった。

朝鮮半島の現状維持

だけを望む彼らは、韓国がただ北朝鮮の防御に汲々とする「陸軍大国」としてのみ残ることを望ん

だ。

もちろん、その間にも改定の努力はあった。韓米ミサイル指針は、金大中・クリントン政権時代に

射程170kmが300kmに延長され、李明博・オバマ政権時代に800kmに伸びた。しかし、軍事用無

�偵察機、固体燃料補助ロケットなど多くの制約は依然としてあり、800kmという制限も、制限で

あることには違いなかった。古臭い1970年代の協定を金科玉条のように崇めるわけにはいかなかっ

た。状況に合わせて現実は変わらなければならない。そして、その現実を変えるのが政治家の義務

だ。

2017年、同僚議員らとともに「韓米ミサイル指針（RMG）破棄促求決議案」を代表発議した。国会

次元で韓米ミサイル指針の破棄を主張したのは、私が初めてだった。決議案を通じて「韓米ミサイ

ル指針は拘束力のある国際条約や法規ではなく、責任ある両国の代表が署名した公

式の文書さえ存在しない一種のガイドラインである」と指摘した。 韓米ミサイル指針はそれ自体が

重大な主権の放棄だった。 厳密に言えば、大統領だけでなく主務部処である外交通商部、国防部、

過基部すべてが主権を守る努力を尽くさなかったことになるので、事実上、憲法に違反しているこ

とになる。

私が代表発議した決議案もそのような背景から出たものだ。 両国間の公式な署名文書も存在しない、

単純なガイドラインに過ぎないが、力の論理に屈した韓国の自発的な政策宣言がこれまで続いてき

たことを、これ以上放置することはできなかった。 実際にミサイル指針は国際協約や条約ではない

ため、いかなる法的効力や拘束力もない。

[韓米ミサイル指針破棄促求決議案] 決議案 2017-8-31 発議者：金京鎮、朱昇鎔、崔慶煥、申容賢、

崔明吉、李燦烈、金中魯、金鍾懐、尹英壹、

金三和、柳成葉、朴柱宣、鄭東泳、朴智元、金東喆、張秉浣、趙培淑、張貞淑、李銅燮、李彦周、

朴珠賢、金成植、鄭仁和、崔道子、李泰珪、宋基錫 議員（26名）

【主文】大韓民国国会は、かつてないほど厳重な朝鮮半島の安保危機の状況下で、大韓民国の自主

国防を深刻に侵害している屈辱的な韓米ミサイル指針の再改定議論を糾弾し、大統領の即時的な『
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韓米ミサイル指針破棄宣言』を促求しながら、次のように決議する。 . 大韓民国国会は、憲法上当

然に無効であるにもかかわらず、事実上軍事外交的な拘束力を持って大韓民国の防衛主権を侵害し

ていた韓米ミサイル指針に深刻な遺憾の意を表し、大統領の韓米ミサイル指針破棄宣言とともに、

これを米国政府に即時通知することを促求する。 . 大韓民国国会と政府は、わが国政府が北朝鮮の

核ミサイルの脅威の抑制および効果的な対応のための独自の防衛能力確保能力を備えることを促求

する。 . 大韓民国国会と政府は、大韓民国が宇宙開発先進国へと飛躍するために、わが国政府が速

やかに航空宇宙産業発展のための計画を樹立することを促求する。 . 大韓民国国会と政府は、北朝

鮮が核ミサイル開発を放棄し、国際社会の責任ある一員として生まれ変わることを促求し、国際社

会との緊密な協議を通じて朝鮮半島の平和定着および緊張を緩和させるためのあらゆる努力を尽く

すことを表明する。

【提案理由】過去の軍事政権の不当な目的で誕生した韓米ミサイル指針は、大韓民国の安保主権と

飛行体開発、航空宇宙産業の発展を阻んできた最大の障害であった。また、憲法第60条第1項に基

づき、ミサイルのような安全保障に関する条約の

場合、必ず国会の批准同意を受けることになっているところ、これを受けずに運用されてきた韓米

ミサイル指針は明白な憲法違反事項である。これに対し、大統領の韓米ミサイル指針破棄宣言とと

もに、わが国政府による米国政府への即時的な破棄通知を促求する。 この決議案は韓米ミサイル指

針解除の試金石となった。政府は2020年、射程800kmの問題を軍事用固体ロケットのみに制限す

る改定に成功し、2021年にはついに指針そのものが破棄されるに至る。今や理論的に韓国は準中距

離弾道ミサイル、すなわちMRBMまでの開発が可能となり、併せて潜水艦発射弾道ミサイル（SLBM）

、極超音速ミサイルおよび大気圏再突入技術さえ追加すれば、ICBMも保有できるようになった。

当時、破棄決議案を出す際、韓国の進歩政党の象徴のような某議員は、この決議案が韓米間の無駄

な

不和を助長する行動ではないかと不参加を通知してきた。反米・自主化運動が政治の拠り所の一つ

であり、口を開けば米国からの戦時作戦統制権（戦作権）回収を主張する人の口から出た言葉とは

信じがたかった。彼は最後まで決議案に加わらなかった。

2021年に韓米ミサイル指針が破棄されると、与野党を問わず一斉に歓迎の声が上がった。もちろん、

ある方々はその時点で「能動的な平和形成戦略」を論じた。韓国の宇宙技術が空へと昇る。今や固

体燃料も心置きなく使える。今や私たちも宇宙大航海時代の一軸を担うことになった。その仕事に

レンガを一つ積んだ。政治をすることのやりがいとは、このようなものだ。

問題の答えは常に現場にあった

国会議員になると、普段から気になっていたり会いたいと思っていた人に会うのが、はるかに容易

になった。気になる問題が生じれば即座に解決しなければならない性格の私にとって、これは本当

に何物にも代えがたい特権だった。

専門家や意思決定権者に容易に会えるため、学ぶことが多く、議員活動を通じて大きな助けを得る

ことができた。人よりはかなり多くの経験をしてきたと自負しているが、立法は私が考えている「

複雑系」の次元を超えることが多かった。一見、誤った制度だと思っていたことの中で、その問題
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を直した場合、思いもよらない地点で新たな問題点が現れるケースもあった。世の中の出来事は決

して一方向でも、一元的でもなかった。

立法は、ないものを新しく作る「創造」というより、社会のあらゆる利害関係を繋ぎ合わせながら、

より良い方向性を探し求める「調整」に近かった。したがって、一方の専門家の話だけを傾聴して

はならない。東には東の問題が、西には西の問題がある。一生懸命に関連のある各界の意見を聞き、

骨組み工事から始めて仕上げたと思っても、雨漏りがしたり亀裂が生じたりすることはよくある。

皆がこれくらいでいいだろうと思う時、誰かが「問題がある」と言わなければならない。政治家が

人よりもう一度考えなければならない理由だ。

過放委の国会議員として在職中、数百億ウォンを投じて購入した高価な研究装置を保有していなが

ら、いざこの装置の維持管理に必要な予算がなく、これらを適切に利用できていないとしたらどう

だろうか。滑稽な

ことだが、このようなケースが政府の予算事業で発生することもある。 ある科学技術院を訪問した

際、現場の研究員から聞いた訴えをもとに、2018年の国政監査でこの問題を指摘した。 そこでよ

うやく過基情通部は、高価な装備に対して別途の管理人員と予算を必ず支援すると発表した。

必要な「隙間予算」を立てたおかげで、数多くの研究機関は装置の維持費や人員の悩みなく、深み

のある研究成果を出せるようになった。 放送通信委員会の国政監査の時のことだ。 ファーウェイ（

Huawei）の韓国支社長が国監（国政監査）の証人として採択され出席したが、中国製の装置を通じ

て私たちの情報が密かに流出しているという情報提供があったからだ。

私は支社長に対し「ファーウェイの5G通信装備の納品に関連し、韓国政府が求めるセキュリティ認

証などの要求を受け入れる考えがあるか」と尋ねた。 これに対し支社長は「韓国政府または韓国の

取引先が求めるセキュリティ認証方法について、積極的に協力するつもりだ」という一般的な回答

をした。 再度追及した。

「韓国側からセキュリティ検証のために5G

装備の設計図やソースコードを提出しろと言われたら受け入れる考えか」と質問した。これに対し

支社長は「ソースコードは会社の核心資産だが、要請があれば、第三者や競合他社に公開されない

範囲で積極的に協力する」と答えた。そこでようやく私たちに必要な答えが出た。これに基づき、

翌年、5G通信装備に対する8カ月間の点検に入った。ファーウェイに起因する米中対立が触発され

る数年前のことだった。国会議員の善なる影響力を適切に活用したからこそ可能な結果でもあった。

ハローGoogle、ヘイApple、過来（グォライ）Huawei

サムスンや現代（ヒョンデ）のような国内大企業に対する批判と監視は厳しいが、多国籍企業には

物差しが異なる姿をよく目にする。全世界を掌握し、大韓民国でも莫大な利益を享受しているグロー

バル企業、例えばグーグル、フェイスブック、アップルといった会社が、正当な対価を支払ってい

るかについては関心が不足している。グローバル企業は国内で莫大な利益を上げているが、いざ国

内ではわが国の企業だけが監視の対象になる。逆差別だ。

国政監査で問題を提起した。グーグル、フェイスブック、ファ
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ーウェイの韓国責任者を国監の場に呼んだ。 私はすでに2017年から、グローバル企業の市場支配

力の乱用や個人情報保護の問題などを指摘してきた。 規制できる国内法が不在であるという理由で、

グローバルコンテンツプロバイダー（CP）たちは莫大な利益を得ながらも、税金や社会貢献など、

それに準ずる役割は果たしていないと批判した。

同時に、自ら法案を代表発議し、政府の積極的な対応を促した。 グローバルCPが利用者保護などの

ための技術�措置を講じない場合、政府が直接乗り出してインターネットサービスの提供を中止さ

せたり、電気通信設備の撤去を命じたりできるようにする強力な法案だった。 強力な執行力を確保

することにあったが、個人利用者が善意の被害を受けないよう、違反の程度に応じて段階的にペナ

ルティを課す案を用意した。

国内企業と海外企業の規制の逆差別は、事業者間の不公正の問題に留まるだけでなく、国家主権の

放棄でもある。

2019年、欧州連合（EU）はビッグテック企業の市場支配力乱用防止のために「デジタル市場法（

DMA）」の規制対象としてアップル、フェイスブック、グーグル、アマゾン、MSなど6社を選定し

た。 これらの会社が提供するSNSプラットフォーム、アプリストア、OSなど計22の主要サービス

が規制対象だった。 これらの会社は、自社サービスを通じて取得した利用者の個人情報をみだりに

他の事業に拡大して活用することが禁止され、自社の独占的なアプリストア運営が事実上不可能と

なるようにした。

組織的な違反行為が発生した場合、EU委員会が当該企業の事業部門の一部を売却できる権限まで付

与した。 私が発議した「電気通信事業法改正案」と「情報通信網利用促進及び情報保護等に関する

法律改正案」と文脈を同じくする内容だ。 グローバルインターネット事業者の国外での行為であっ

ても、国内利用者などに影響を及ぼす場合は情報通信網法を適用するようにし、個人情報保護義務

を怠る場合、政府が当該事業者の通信網を遮断できるようにした。

YouTubeのアルゴリズムが、大韓民国の国民の考えを支配し、FacebookやTwitterの偽ニュースが

世間を騒がせる。世の中は凄まじい速さで変わる。十数年前、伝統市場を守るために大型スーパー

の営業を規制した。現在、スーパーは斜陽産業だ。インターネットを通じて生鮮食品が即日配送さ

れる時代が到来したからだ。振り返ってみれば、韓国の政界は常に世の中を単純に見てきた。変化

の速度を予測できず、一次元的な単純な立法で対応することにばかり汲々としていた。世の中が変

わる速さに追いつける国会議員が必要な理由だ。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.
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第3章 世界は広く、学ぶことは多かった

← 前の章

全章を見る

次の章 →

世界へ広がる議員外交

地球上には204の国がある。UN（国連）加盟国が193か国、オブザーバー国家が2か国だ。残りの9

か国はUN未承認国家だ。それぞれの国には、その国ならではの固有の問題が存在する。重要なのは、

その問題を解決するために、その国の政治がいかに問題を認識し、正しい解決策を提示するかだ。

そして、国民がその解決策をどれほど信頼し、従うかによって、国の命運が分かれることが多い。

国会議員は常に、国家レベルの問題解決のために悩まなければならない。国内に答えがないのであ

れば、海外の類似事例から探し

出さなければならず、それさえもなければ、新しく創造的な道を切り拓かなければならない。科学

技術情報通信部は毎年、世界各地にいる在外韓国人科学者を一堂に集め、相互交流の場である「科

学技術学術大会」を開催している。国会の科学技術常任委員会所属の議員たちは、学術大会に合わ

せて韓国人科学者を激励し、彼らを媒介として国家間の相互研究協力が可能な部分を探索する議員

外交を展開する。2017年に訪問した「2017 韓国・カナダ科学技術学術大会」（Canada-Korea

Conference, CKC-2017）と「2017 韓国・アメリカ科学技術学術大会」（US-Korea

Conference, UKC-2017）も、そのような機会だった。

当時7回目を迎えたCKC-2017は、韓国科学技術団体総連合会（過総）とカナダ韓国人科学技術者協

会の共同主催によりモントリオールで開催されたが、その年の5月に韓国・カナダ科学技術革新協力

協定が発効されたタイミングだったため、雰囲気は非常に良かった。「未来のための科学技術革新

協力」という

テーマで様々な議論が交わされた。19回目を迎えたUKCは、第4次産業革命時代を迎え、科学技術

ベースの融合と革新を創出するためのキーワードとして「協力」を選択した。過総と在米韓国人科

学技術者協会、韓国研究財団、韓米科学技術協力センターが力を合わせ、ワシントンD.C.で開催さ

れた。

ロシア、ドイツ、インドへの出張にも赴いた。ロシアは当時、韓国にとってロケット打ち上げ技術

に関する最も重要な協力国だった。かつてアメリカと共に世界を二分したロシアの科学技術は驚く

べきものだった。各分野の基礎科学の能力に感嘆した記憶がある。ドイツでは、IT・SW（ソフトウェ

ア）の融合を通じた製造業の新しい付加価値の創出が目を引いた。インドでは、数学、コンピュー

タプログラミング、人工衛星の打ち上げ技術に関する現状調査を行った。インド宇宙研究機関（

ISRO）を訪ね、インドの宇宙技術の水準と国際協力の現状を把握し、今後の韓国・インド間の宇宙

分野の共同研究および技術協力の可能性を確認することができた。2011
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年の東日本大震災により、地震や津波などで原子炉の破損に関する懸念が高まっていた時期だった

ため、インドの原発の災害予防システムも気になった。 インドの原子力行政管理全般を担当する原

子力省（DAE）を訪問し、彼らの準備状況を確認したことは有意義だった。 インドは先進国ほどの

資源がないため、多くの部分を人力に依存していたが、いくつかの技術はインド特有の「ジュガー

ド（Jugaad）」精神を発揮し、発想の転換によって有意義な成果を生み出しており、非常に印象的

だった。

現地進出企業の苦労話を聞くことも重要だ。 現地のサムスン電子研究所やその他の韓国企業は、工

場用地の買収問題においてインド特有の官僚主義的な混乱や、不十分な航空路線の問題でかなりの

困難を経験していることを知った。 製造業の中心地として浮上しているインドの状況に合わせ、進

出企業に対する支援の方向性を推し量ることができた。

私は出張中に公式日程を終えた後、いつも必ず行う

ことがある。いくらかの自由時間ができれば、必ず公共交通機関を利用して、その都市のありのま

まの姿を見て回る時間を持つ。たとえ数時間であっても、必ず一人で歩いてみる。国会議員の資格

での海外訪問は、ある面では双方の監視（？）から自由になれない面がある。訪問国側も見せたい

ものだけを見せようとし、それは韓国の公館も同様だ。こうした配慮（？）によって、その国の

生の姿を見逃してしまうことが多い。小さなバッグを一つ担ぎ、人々が行き交う通りの中へ入って

いく。地面を踏み、同じ目線で彼らを見つめたとき、その中から本質を把握できる場合もある。私

は今でもバックパックを背負い、生身の地面を踏む。答えは現場にあり、師は道の上にいる。

北欧にて

名不虚伝！ やはり福祉は北欧だった。スウェーデンとノルウェーを訪問した理由は、福祉大国の現

場でより深く彼らの政策を観察するためだった。スウェーデン学術財団の認可を受け、福祉・教育

を研究するスカンジナビア政策研究所を訪問することができた。

韓国は少子化と同じくらい高齢化問題も深刻だ。両極端の人口問題が同時に存在するのが韓国だ。

高齢社会に突入し、高齢者福祉が大きなテーマとなっている韓国にとって、スウェーデンの福祉政

策は強い印象を残した。

自宅で介護できるところまで行い、その後に療養施設へ行くのが最近の韓国の傾向だとすれば、ス

ウェーデンは正反対だ。 1992年までは療養施設が一般的だったが、最近では在宅介護がスウェー

デンの標準方針だ。 スウェーデンは1992年の「エーデル改革」を通じて、医療サービスは病院、

福祉サービスは広域自治体に区分されていた福祉提供体系を、基礎自治体へと統合した。

「年齢は病気ではなく、高齢になっても人生の尊厳を守るのが正しい」というのが、スウェーデン

の高齢者福祉の核心的なテーマだ。 スウェーデンの場合、65歳以上の国民であれば誰でも在宅介護

を基礎自治体に申請でき、申請するとすぐに専門家が訪問して、家事・清掃・散歩・料理など、生

活に必要なほぼすべての部分に対するサービスをオーダーメイドで設計してくれる。 費用は最高で

2,125クローナ、日本円で月約3万円程度で、残りは自治体が負担する仕組みだ。
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「シルビア・ホーム」王立認知症支援センターは、スウェーデンの誇りの一つだ。 シルビアはスウェ

ーデン王妃の名前だが、彼女は実母が認知症で苦しむ姿を見て、認知症問題に並々ならぬ関心を持

つようになり、その経験が最終的に王立認知症支援センターへとつながったという。 ちなみに、韓

国にも進出している家具メーカーのイケア（IKEA）は、「シルビア・ボー」という認知症患者向け

の住宅プロジェクトを稼働させている。

認知症患者を療養施設に隔離せず、家族と一緒に暮らせるようにするため、住宅のインテリアから

家具まで、すべてイケアが設計したという。 夫婦で暮らしていて一方が認知症になり療養所へ移動

することになると、結局二人の離散家族が生まれてしまう。 イケアは、家の中に認知症患者がいる

場合、ベッドや家具をどのように設計すれば安全か、家の中の動線をどのように配置すれば効率的

かについて研究を重ねたという。

スウェーデンもさることながら、企業の社会貢献という側面でも、イケアの取り組みは非常に印象

的だった。

私の選挙区である東大門区（トンデムング）の保健所にも「認知症安心センター」がある。2008年

に慶熙（キョンヒ）医療院と委託運営協定を締結して始まり、15年目を迎える。認知症は、実際に

は家族がその症状を理解できなければ、終わりのない葛藤と不和につながる傾向が強いため、家族

教育が他の病気に比べてはるかに重要だ。何より認知症は完治のない慢性疾患であるため、治療よ

りも予防がさらに重要だ。幸い、2020年代に入り、遺伝子技術を利用した認知症・アルツハイマー

の新薬が次々と発売されている。アメリカのFDAは2021年、初のアルツハイマー治療薬である「ア

デュヘルム」を承認し、競合する新薬も2023年に臨床第3相試験に成功したことで、人類の認知症

克服にも一歩近づいた状況だ。

ノルウェーを代表する政策研究所である「シヴィータ（CIVITA）」も訪問した。ノルウェー福祉の

3要素（経済モデル、三者協力モデル、福祉政策）を含め、労働と生活の質のバランスを保つために

どうすべきかについて長年研究してきた場所だ。ノルウェーの労働・社会統合副大臣は

労働市場政策、労働環境政策、年金政策、福祉社会政策について全般的に説明してくれた。彼らの

関心がどこにあるのかが分かる部分だった。

世界は常に忙しく動いている。変化は日々いたるところで起きている。国会議員は、そうした変化

に対する敏感なアンテナを持っていなければならない。私たちは外部の脅威に立ち向かう必要もあ

るが、新しい未来を受け入れる術も知らなければならない。多くのことを見て、感じ、比較してみ

ることが、アイデアの源泉であるようだ。

インドへの道

検事時代、「ボリウッド」と総称されるインド映画 of 独特な魅力にハマったことがある。映画の合

間合間に独特の群舞が含まれるミュージカル的要素があるのだが、その部分に魅了されたのだ。後

で知ったことだが、韓国でインド映画が知られていなかっただけで、世界的にはインド映画のファ

ンがかなり多いことが分かった。製作本数においてはハリウッドを凌駕し、アジアの一部や中東、

アフリカではボックスオフィス1位を達成することも珍しくないという。
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映画を見ているうちに、映画の中の言葉も気になり始めた。当時、天安（チョナン）支庁の部長検

事として勤務していた頃だったが、人づてに探して

みたところ、天安にインド人の留学生がおり、彼を個人教師として雇って、インドで最も広く使わ

れている言語であるヒンディー語を学んだりもした。そのインド人留学生にとっては、自国の言葉

を学ぼうという変わり者の公務員のおかげで少しばかりの学費を補うことができて良かったし、私

にとってはインドという国に対する個人的な好奇心を解消することができて良かった。その後、議

員時代にインドを訪問しながら、好奇心と疑問はむしろ雪だるま式に膨らんでいった。

ここで少し、一般的な韓国人はあまり知らないが、聞いてみれば興味を引くような韓国とインドの

比較・共通点をいくつか話すと、

インドにも韓国の「訓民正音（フンミンジョンウム）」のように固有の文字体系がある。この文字

体系を「デーヴァナーガリー」というのだが、驚くべきことに、このデーヴァナーガリーは訓民正

音のように子音と母音が存在し、子母の結合によって表音文字（音節文字）を作り出し、それが一

定の意味と結びついているという点だ。

ちなみに、文字が作られた時期は、デーヴァナーガリーの方が訓民正音よりもはるか前だ。 訓民正

音の創製当時に最も大きな貢献をした申叔舟（シン・スクチュ）は、明を行き来しながら音韻を研

究し、申叔舟本人が中国語・日本語・モンゴル語・女真語を自在に操ることができたという。 注目

すべきはモンゴル語と女真語だ。

これらの文字は表音文字に属するが、その言語の土台となったのがチベット語だ。 ちなみにチベッ

トはもともと文字のない国だったが、7世紀にチベットを支配したソンツェン・ガンポ王によって「

仏典を翻訳するための用途」として文字が創製される。 これも特異なケースだ。

朝鮮のように王が自ら乗り出して文字を創製し、普及させたケースだからだ。 当時、チベットはヒ

マラヤを越えたインド� デーヴァナーガリーを基に文字システムを作った。 つまり、インド→チベッ

ト→モンゴル→女真・パスパ文字への移動線が描かれるということだ。

朝鮮の成宗の時代に工曹判書（コンジョパンソ）や大提学（テジェハク）を務めた成俔（ソン・ヒョ

ン）は、その著書『慵斎叢話（ヨンジチョンファ）』の中で、「文字の形はインドの梵字を基に

している」と記録している。実際、二つの文字間の構造的な共通点をいくつか見ると、多少なりの

影響を受けた可能性は十分にある。私たちの固有の文化が誰かの影響を受けたということは、恥ず

べきことではない。ギリシャ、ローマ、唐、ペルシア、モンゴルを経て、過去から思想は絶えず引

き継がれ、つながり、広がっていった。他人の考えを受け継ぎ、より偉大な「私たちのもの」を作

り上げていくのが、人類の歴史の普遍的な姿だ。

二つ目の両国の共通点は、光復節（独立記念日）が8月15日で同じ日であるという点だ。韓国は

1945年8月15日が起点であり、インドは1947年8月15日が起点だ。私たちは日本が降伏を宣言し

たその日である8月15日を独立記念日としている。インドの場合は、第二次世界大戦が終わり、イ

ギリスの政権党が保守党から労働党に代わり、イギリスの植民地政策の変化とインド人の独立への

熱望が結びついて成し遂げられた独立だ。イギリスとインドは合意の上で植民地支配を終了し、

1947年8月15日、
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イギリスから新生インドへと権力の移譲が行われたからだ。理由は異なるが、独立記念日が同じで

あるケースは珍しいため、インド人にこの内容を強調すると非常に驚かれる。

三つ目の共通点は分断国家であるという点だ。私たちは米ソの分割占領の結果として他意によって

分断を余儀なくされたが、インドはイギリスの植民地時代を通じて宗教的葛藤が触発され、ヒンドゥ

ー教徒とイスラム教徒が合意して分断されたケースだ。インドは自意による分断といえるが、だか

らといって分断の過程が平坦だったわけではない。韓国が分断と戦争を経験し、一時は大韓民国の

人口の約半分が離散家族だったように、インドもインドとパキスタンの分断を経て故郷を離れざる

を得なかった人々が1400万人にのぼり、その過程でなんと100万人が亡くなった。自意であれ他意

であれ、分断という歴史の渦の中で理不尽に命を落とした人々の数という点では、韓国とインドは

それぞれ似たような傷を抱えているといえる。こうした悲劇の歴史により、両国ともに分断の時

期を描いた傷跡の文学（分断文学）が存在する。

両国にはかなりの歴史的共通点がある。人間というものは、同じ経験や趣味、せめて好きな食べ物

だけでも同じであれば好感を持つようになる。インドの世紀が始まるといわれる今、これくらいの

ことを知っているだけでも、初めて会うインド人と視線を交わしながら会話を始めることができる。

現在、国会レベルでもインドとの交流のための「韓・インド親善協会」があるにはあるが、ほとん

ど活動していない。2023年は韓国・インド国交樹立50周年となる年だが、世界中が中国の比重を

減らしてインドへと駆け寄っているこの時期に、大韓民国の国会では何ら動きが感じられない。私

たちは、二度とないかもしれない機会をこうして逃しているのではないだろうか。韓国・インド間

の新しい交流協力の時代が来ることを夢見ている。

炳霊寺（へいれいじ）へと向かう船の上で

検事時代、交換研究検事として中国に6か月間滞在したことがあった。上海にいたのだが、人的交流

の一環として、上海地域の警察、検察、裁判官との人的ネットワークを構築しておくことが私に与

えられた任務だったため、比較的時間の余裕があった。そのおかげで、合間を縫って中国のあちこ

��周遊することができた。

歴史の本で学んだ、三国志から武勇伝（武侠小説）まで、あらゆる文学ジャンルの中に登場したあ

の「中原」を、直接この目で見たかった。交換検事の提案があったとき、迷わず行くと志願したの

も、こうした好奇心と疑問からだった。

当時は胡錦濤（フー・ジンタオ）国家主席が執権していた時代だった。 外国人は比較的自由に中国

各地を旅行することができ、安価なホテルも開放されてバックパック旅行が可能だったため、実現

できたことだ。 最近の中国旅行は、その頃に比べて難易度がかなり高まったという。

「五岳」と呼ばれる五つの中国の山は、常に中国文化へのインスピレーションを与える宝庫として

知られている。 孔子が「泰山は高いといえども、所詮は天の下にある」と言ったあの泰山は、実際

に行ってみると高度自体はそれほど高くなく、1,533mに過ぎなかった。 漢拏山（ハルラサン）、

智異山（チリサン）、雪嶽山（ソラクサン）、徳裕山（トギュサン）、太白山（テベクサン）など

の韓国の山よりも低かったが、中国文化遺産の宝庫と言われるだけあって、山のあちこちはまさに

巨大な文化財だった。
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特に泰山は「石刻の展示場」と言われるほど、山のあちこちの岩に文字を刻んだ石刻が並んでいる。

泰山の山頂だけで石刻が258個、山全体を合わせれば、およそ石碑が800基、摩崖石刻が1,000個

余りあるという。 唐の太宗・李世民や清帝国の皇帝である康熙帝、乾隆帝の石刻もあり、李白のよ

うな詩人の文章もあり、歴史にはその名を

残せなかったものの、それでも一筆鮮やかに書き残していった無名の学者の書も多かった。石刻を

見るだけでも数日、数週間は費やせるほど、石刻の碑文は読み応えがあり、ある文章はしばらくの

間、私の頭の中で思考の連鎖を引き起こした。

個人的に最も目を引いた石刻の一つは、泰山が属する泰安府（たいあんふ）のある役人が書いたと

いう「与国咸寧（よこくかんねい）」という四文字だった。皆が力を合わせて国を安寧にするとい

う意味だが、当時も今も、政治家なら必ず心に刻むべき言葉ではないかと思う。

中国で印象深かった別の場所の一つは、シルクロードの入り口ともいえる中国の甘粛省だったと思

う。放置されていたがゆえに、むしろより良く保存され、今もその壮大さを誇っている「炳霊寺（

へいれいじ）石窟群」は、私の中国旅行史上、最高の「ワンピック（お気に入り）」だった。中国

の石窟といえば敦煌（とんこう）、雲崗（うんこう）、竜門（りゅうもん）を挙げる。いずれもユ

ネスコ世界文化遺産でもあるが、あまりに有名

なため、すべてが観光地化してしまい、文化大革命の時期に一度破壊の波が押し寄せたせいで、ほ

とんどが現在新しく復元されたものだ。 しかし、炳霊寺へは今でもボートに乗って2～4時間行かな

ければならない。 最も近い大都市は、ボート乗り場から2時間かかる。

ダムができる前も、この一帯は誰も訪れない秘境に近かった。 炳霊寺石窟の絵を見ていると、この

一帯、すなわちシルクロードの区間の一つである「河西回廊（かせいかいろう）」一帯が、当時い

かに国際的な地域であったかを感じることができた。 壁画の中には、世界中のあらゆる人種が入り

混じっていた。

驚くべきことだ。 現在の中国最大の国際都市である上海でさえ成し遂げられなかった成果を、あん

な昔に達成していたというのだから。 中国は歴史的に、対外開放政策を敷いていた時に富国強兵を

誇った。

唐帝国はシルクロードの東西交易路と大運河を通じて国際的な大帝国へと成長し、モンゴル族の元

朝はユーラシア単一のネットワークを作り上げ、清帝国もまた南の広州を通じて西洋の文物を分か

ち合い、拡大を図った。

現時点で、国際情勢は激動している。中国はあまりにも早く欲を露わにし、帝国の夢を見ている。

彼らの帝国は、民主主義も、人権も、寛容さも、すべてが不足している。南アジアやアフリカの国々

は、中国が提供した略奪的な債務に苦しんでいる。中国が経済的に発展すれば民主化の道へ進むだ

ろうと漠然と楽観視していた国々は、今や中国の欲を阻止するために国際協調を強化している。中

国はこの問題を解決できないまま、ハリネズミのように深く閉じこもっている。寛大な心で考えを

変えれば、青山（理想郷）はすぐそこにあるというのに。

国際情勢に定められた真理はない。国内政治と同じくらい生き生きと躍動し、合従連衡が起きてい

る。大韓民国は世界で最も強力で開放された国々と同じ側に立っている。私たちが成し遂げたこの
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繁栄は、私たちが正確に自らの外交的立場を定めているからこそ可能なことでもある。歴史上華や

かだった中華文明を敬

重しているが、昨今の中国文明は、世界の中での責任を果たすには、寛容と包容という側面におい

て、まだ不足しているように見える。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.
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第4章 立法闘争記

← 前の章

全章を見る

次の章 →

違法コールタクシー「タダ（TADA）」と立ち向かう

経済は特定の物品や財産への所有を前提に成立する。所有しているからといって24時間使い続ける

わけではない。例えば、自家用車を所有していても、24時間運転するわけではない。自分の持ち物

だが、自分が使わない時間に必要とする第三者が合理的に使えば、はるかに効率的で世の中のため

になるのではないか？人々が必要な時だけ財や物品を利用することで、費用を節約し、過剰生産に

よる資源枯渇を防ごうという概念だ。素晴らしい考えであり、この通りになれば世の中はもっと効

率的になりそうだ。「共有経済（シェアリングエコノミー）」という用語は、2008年にアメリカの

法学者ローレンス・レッシグが著書

『リミックス（Remix）』で初めて使用し、大衆に知られるようになった。

結論から言えば、すべての夢は美しい。問題は、その美しい夢に「人間の強欲」という現実を代入

すると、その夢の多くが悪夢に変わるという点だ。民主主義の父たちが美しい夢を知らないからと

いって、コンクリートの無彩色の建物でこの世界を建設したわけではない。問題は現実だ。財は限

られており、人間の欲望はますます高まる。この状況で誰もが比較的安らかに暮らしていくために

は、きれいな理想を追求するのではなく、できるだけ損をする人が少ない、合意可能な無彩色のシ

ステムを構築しなければならない。

2017年10月、ライドシェアサービス「タダ（TADA）」という名のタクシーサービスが始まった。

タダはしばらくの間、爆発的な人気を博した。特に若い女性たちに歓迎された。既存のタクシーの

不便だった点。例えば、ナビゲーションを起動せずに運転する問題、車内の臭い、政治的な意思表

示、あるいは

不快な会話を誘導する行為などを一挙に解決したからだ。タダは便利さと快適さの代名詞となった。

そのおかげでタダは急成長を遂げた。サービス開始から1年で、登録者数125万人を確保した。

消費者は好んだが、目に見えない落とし穴があった。タダのドライバー（運転手）は、勤労基準法

の保護を受ける正式な労働者ではなく、毎日タダの会社から配車を受けなければならず、もし配車

を受けられなければそれ以上タダの車両を運転できなくなるという、毎日未明の人材市場の労働者

と同じ地位に置かれていた。そのため、前日に乗せた乗客の評価（星の数）が低いと、翌日から営

業に使う車両の配車を受けられず、即座に解雇状態になるのだ。その日暮らしの賃金を受け取る日

給制の非正規労働者であるため、労働法上の労災保険や職域健康保険などの社会安全網による保護

を全く受けられず、毎日解雇の不安に怯えながら運転するという極めて劣悪な地位にあった。

個人タクシーの運転資格を取得するには、直近5年間に交通事故を起こした事実がなく、性犯罪など

の前科もあってはならない。 しかしタダ側は、タダの運転手はタクシー運転手ではないと言い張り、
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一般の運転免許さえあれば可能だと主張した。 乗客を保護するための各種安全装置やタクシー関連

法規を密かに破壊してしまったのだ。

タダは車内空間が快適で、運転手が乗客の要求に即座に反応するという長所はあったが、タクシー

乗客を保護するための法的装置、そしてタクシー運転手を保護するための社会安全網を完全に排除

してしまったのがタダだった。 このような形態のサービスが普遍化した場合、いつでも爆弾に変わ

りかねない杜撰なサービスだったのである。 タダはタクシーと異なり、性犯罪歴の照会のような、

不特定多数を相手にサービスを提供する人が経るべき人的チェックさえ経ていなかった。

ただ第2種普通免許さえあれば、すぐに業務に投入された。 時代が急速に変化し、インターネット

を通じて個人がつな

がることで、商取引の態様が変化しているのは事実だ。しかし、様々な状況や要素を考慮して作ら

れた既存の制度を、インターネット商取引の導入に伴い「革新」という名で体よくパッケージ化し、

むしろ過去のシステムの長所をなくしてしまうケースも、考えているよりずっと多い。労働者や既

存の事業者のためのセーフティネットがない状態で、革新という名のもとに国民保護装置をなくし

てしまい、すべてが可能になれば、その副作用はそのまま国民の負担となる。

カカオ・カープール（Kakao Carpool）もそうだった。「共有経済」という修飾語を掲げて出発し

たが、労働者と大衆のための様々な安全網をなくしてしまった点ではタダと同じ構造だった。彼ら

が主張する「美しさ」とは本質的にかけ離れており、ただよく出来たシステムを破壊して金を稼ぐ

ことに汲々とする、低級な事業者に過ぎなかったのである。しかし、誰も立ち上がる人はいなかっ

た。そしてその間、タクシー業界と、タダやカカオ・カープールなどの事業者との葛藤の溝はます

ます深まっていった。その

遅々として進まない状況の中で、タクシー運転手3名が焼身自殺して死亡する事件も発生した。 カ

カオの振る舞いが、結局は小規模事業者である会社や個人の生活を台無しにしてしまったわけだ。

いや、これはこの状況を放置した政界も責任がないとは言えない。

誰かが猫の首に鈴をつけなければならないが、私たちはますます卑怯になっている。 私はカカオの

このような行為を一種の略奪であり、プラットフォームを自称しているだけで、本質は「捕獲経済」

に過ぎないと問題提起をした。 いわゆる「共有経済」というものは、特定の業種に従事する人々が

皆、ある程度食べていけるはずだという前提が存在しなければならない。

しかし、カカオ・カープールはプラットフォーム仲介人を自称しただけで、労働搾取、社会安全網

の除去という側面で非常に悪質だった。 共有経済を標榜したが、実体はよく出来たシステムを破壊

する「略奪経済」だった。

カカオ・カープールだけではない。共有民泊やゲストハウスなど、新しい形態の宿泊施設が雨後の

筍のように現れ、

性犯罪、窃盗、火災などの安全事故の発生はもちろん、脱税や違法営業などの副作用が続出してい

る。 繰り返すが、これは国民個人の安全に直結する問題だ。 韓国で宿泊業を営むには、非常に緻密

な消防法の規制をクリアしなければならない。
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これは誰かを困らせるために作った規制ではない。 多くの人々がお金を払って宿泊する公共の宿泊

空間が備えるべき、きめ細かな安全事項に過ぎない。 不特定多数の人が利用するため、オフィスビ

ルやアパート、住宅よりも、ホテル、モーテル、旅館などの場合には、消防法や衛生法上、より緻

密な規制があって当然なのだ。

ところが、共有宿泊という名目で個人住宅やワンルームマンションを使ってホテルやモーテルの営

業をするならば、このような大衆のための保護装置が壊れてしまうのである。 俗に言う「共有」の

名の下にあるかなりの数の宿泊施設が一般住宅であり、正式な宿泊施設として登録されていないた

め、各種衛生、火災および災難安全管理、消費者のプライバシー保護などの法的義務を負わず、様々

な事故に脆弱にならざるを得ない構造だ。

一歩踏み込んでみよう。共有経済という名目のウーバー（Uber）や、

アパート宿泊共有システムはインターネットプラットフォームの形態で運営されており、このプラッ

トフォームの運営主体は大企業や多国籍企業だ。プラットフォームという名で善意の仲介者を自称

しているが、実際は過度な手数料を徴収し、プラットフォーム運営企業だけが私腹を肥やす構造だっ

たのである。

「共有」というそれらしい名称で誕生したICTプラットフォーム仲介サービスを、第4次産業革命の

新成長動力、未来の希望だと考えているようだ。繰り返し述べるが、現在議論されている共有経済

と称されるサービスは、第4次産業革命時代にふさわしい新技術でも革新技術でもない。それらしい

名前でパッケージ化し、ポータル企業が零細産業を侵食して手数料を搾取する構造に過ぎない。単

に数多くの国内法と相反する便法サービスに過ぎないのだ。たとえ歩みが遅くとも、常識と公正と

いう時代的な課題にふさわしい道を進むことを願う。

ちなみに、2023年6月に最高裁判所はタダが「違法コールタクシー」ではないと判決を下した。し

かし、大韓民国国会は「

運転手付きレンタカー」が違法であると宣言する改正案をすでに通過させている状態だ。結論とし

て、タダ側は刑事罰だけを免れた形になったに過ぎない。私はこれからも、社会的弱者が時代の流

れによって突然押し流されてしまうことだけは防ぎたいと思っている。それが、貧しい農家の息子

として生まれ、父の悔しさを見ながら法曹界への夢を育んだ、私の存在理由だからである。

立法の存在理由は、社会的弱者を保護するため

人類文明が動物の世界と異なる点は、結果に応じて差をつけることはあっても、たとえ競争から脱

落したとしても放置せず、共に生きていくためのシステムを構築した点にあるだろう。あれこれと

理由をつけて、共に走れない人々を顧みないつもりなら、私たちはあえてこれほどまでに輝かしい

文明を築き上げる必要はない。適者生存はジャングルの掟であって、人間の世界の掟ではない。

社会的に力があり、金のある人々が自分の権利を主張することは容易だ。階層の上位にいるほど、

不当な目に遭った時に訴えることができる人脈や方法も多い

ものだ。しかし、社会的弱者にとっては容易ではない。成功している人なら、一人二人の知人を介

せば記者、医師、法曹関係者が溢れているが、社会的弱者は目を皿のようにして探しても、自分の
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話を聞いてくれる人に会ことさえ難しい。社会的弱者に少しでも足がかりを提供することが、より

平等な社会への道だと考える理由がここにある。

ローマを見ても、貴族政治一辺倒の政治を補完するために、平民の利益を代弁する「護民官」制度

を置いた。これは、ローマが私たちより温情的だったからそのようなシステムを構築したわけでは

ない。

すべての国家は興亡盛衰を経験する。生命体のように誕生し、成長し、老衰し、最後には消滅する。

国家が滅びる場合、よく観察すると大きく内的な要因と外的な要因があるが、外的な要因は外部の

侵入を防げずに滅びることであり、内的な要因はほとんどが内紛である。内紛は経済的不平等が深

刻化することで発生する。現代の言葉で言えば、中間層が崩壊し、彼らが流

浪民化することで社会葛藤が深刻化し、国家は税金が集まらないためより暴力的になり、そうして

仲間割れをして自滅するか、この隙を突いた外部の侵入によって滅びる。朝鮮の後期がそうであり、

清帝国の末期がそうだった。アジアでは日本が唯一、その葛藤を近代化によって突破し乗り越えた

特異な事例だ。

不平等の深化は必然的に社会葛藤を増幅させ、結局は私たちの共同体を崩壊させる最も重要な動因

となる。社会的弱者のための政策は、私たちが今構築しているシステムと共同体の安定、そして繁

栄の維持のために不可欠である。共に生きなければ繁栄も結局は崩れざるを得ないということを、

歴史は常に、王朝や国家が滅びるたびに物語っているが、私たちは毎回それを聞き取れず、同じ過

程を繰り返す傾向がある。

私は国会の議政活動の相当部分を、社会的弱者に対する政策および立法活動に割いてきた。貧しい

農民

の息子として生まれた私の根本でもあり、私たちの共同体の持続可能性を維持することが最も重要

だと考えたからだ。

タクシー運転手たちが命がけで抵抗しても目もくれない冷酷な時代に、カカオ・カープールとタダ

の違法性を暴いたことも、虐待される子供たちや性暴力被害者のための死角地帯を見つけ出そうと

努力したことも、ひとり親家庭のために養育費を所得から除外する法案を出したことも、すべて同

じ文脈であった。

いくつか記憶に残る立法活動があるが、その第一は「放送通信発展基金」を社会的弱者の通信費負

担を軽減するために使われるよう努力したことだ。最近は情報へのアクセス性が生存に直結するケー

スを多く目にする。国家の福祉政策でさえ、すべてスマートフォンを通じて情報が流通し、スマー

トフォンを通じて福祉が提供される構造だからだ。私は「放送通信発展基本法改正案」を発議し、

社会的弱者の家計通信費支援を

拡大しようとした。生活保護受給者、障害者、ひとり親家庭などが支援対象となった。しかし、こ

の件は意味のある努力にとどまった。国会で関連法が通過しなかったからだ。

低所得層およびひとり親家庭の現実的な養育費支給のための「国民基礎生活保障法改正案」を発議

したことも記憶に残っている。現行法上、生活保護受給者の所得は、勤労所得、事業所得、財産所
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得、移転所得などを合算して評価されるが、移転所得の項目に「養育費」が含まれる。生活保護受

給者が養育費を受け取ると受給権を失うことになり、むしろ養育費を諦めるという不合理な事例が

発生していたのである。配慮なく機械的に作られた法律は時に過酷なものだが、これがまさにその

ケースだった。

ひとり親家族もまた同様の状況だった。所得が中央値の52％以下であるひとり親家族には「児童養

育費」が支給されるが、これも世帯別の所得認定額を基準とする。

政府支援を申請しようとしても、養育費が所得に含まれることで実質的な中央値基準を満たすこと

が難しいのだ。そこで、養育費を所得から除外する改正案を発議した。この立法も未完の状態で残っ

ている。発議したが国会通過のハードルを越えられないまま、任期満了により廃案となってしまっ

たからだ。法案を発議するたびに、この法律で恩恵を受けるであろう多くの人々の眼差しを思い浮

かべるが、すべての夢を包み込むことができていない点については、常に申し訳なく思っている。

隙間を埋めながら

大韓民国は満18歳以上の大韓民国国民に選挙権を与えている。2019年以前は満19歳、2005年以

前は満20歳から選挙権が付与されていた。民主主義の歴史は「選挙権闘争」と呼んでも過言ではな

いほど、選挙権をどれほど多くの人に拡大するかを民主主義のバロメーターとしてきた。女性の選

挙権にしても、韓国は制憲憲法から保障していたが、先進国と呼ばれるスイスでさえ70年代になっ

てようやく女性の選挙権を認めた。

この選挙行為、政治参加から疎外される唯一の国民は、満18歳未満の青少年と子供たちだ。国会議

員

であった者として恥ずべき告白だが、汝矣島（ヨイド、国会周辺）の人々にとって、選挙権のない

存在の政策は常に重要度において後回しにされる傾向がある。児童・青少年政策とは言うものの、

子供や青少年を養育する親の観点が多く介在する。

検事時代から児童虐待の被害を扱う中で感じた問題意識もこの部分だった。児童虐待事件が発生す

るとメディアは大騒ぎし、国民は公憤するが、これが立法につながるケースは、児童虐待に関連す

る凄まじい社会的悲劇が発生するまではほとんどなかった。私は在任中、虐待による被害児童の保

護と、収容者の未成年の子供たちのための「児童福祉法改正案」と「刑の執行および収容者の処遇

に関する法律改正案」を提出した。現行法上、虐待児童の保護者や家族が被害児童のための心理療

法を拒否すれば、これを強制したり制裁したりする方法がない。子供たちは誰かが連れて行かなけ

れば、自分から病院や心理センターへ行くことはできない。結局、トラウマを克服する

ことができる社会的助力を受けられないということだ。検事時代に関連事件を処理しながらも、こ

の法律の補完が必要だと感じており、国会議員になるやいなやこの問題に目を向けた。それでも検

事時代よりは少し良くなったのが、その間に法が改正され、裁判所が児童保護専門機関や相談所な

どに被害児童の相談や治療の委託命令を下すことはできるようになった点だ。しかし、2018年の1

年間に被害児童の心理療法が行われた件数はわずか1名、計5回の教育に過ぎなかった。直ちに私は

「児童福祉法改正案」を発議し、被害児童の保護者や機関が被害児童に提供される支援などを拒否

できないようにした。
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ちなみに現行法律は「すべての支援の可否の決定および支援の提供などの全過程において、被害児

童の利益を最優先に考慮しなければならない」と明示しているが、いざ利益の最終終着点である「

意思表示ができる被害児童の参加」は保障されていない。私の改正案には「被害児童�参加」を具

体化していた。

収容者の未成年の子供の保護などのための「刑の執行および収容者の処遇に関する法律改正案」は

代表発議して通過させた。検事時代、犯罪者を捕らえて刑務所に送ったが、一人残された彼らの幼

い子供たちを見て、本当に胸が痛んだ。親が罪を犯したとはいえ、その子供たちに罪はないではな

いか。国会議員になった後、この問題も再び見直した。依然として収容者の未成年の子供たちの多

くが、ただ放置されていた。さらに、親の逮捕過程をそのまま目撃した幼い子供たちは、ひどい精

神的ショックを受けたが、これに対する適切な措置を受けるのが難しい状況だった。

全国には約14万人が矯正施設に収容されており、その未成年の子供だけで5万4千人に達した。そこ

で刑務所長などが新入収容者に「児童福祉法」に基づく未成年の子供の保護措置を依頼できること

を知らせ、収容者の要請時に保護措置を支援するようにする法案を出した。最終的にこの法は国会

本会議を通過し、今は法の死角地帯にいた収容者の幼い

子供たちも保護を受けられるようになった。一方で、女性収容者の場合のみ「接触遮断施設」のな

い場所で未成年の子供との接見が可能であり、男性収容者はこれが許されていなかった。子供の養

育に対する両性の責任と権限において不平等だと感じた。そこで、すべての収容者が接触遮断施設

のない温かい場所で未成年の子供と接見できるよう法案を改正した。この法が2019年4月に国会本

会議を通過したことで、今では収容所の多くの親たちが子供と目を合わせ、愛情を持って触れ合え

るようになった。収容者の子供たちが、接見の時だけでも親の愛情を間近で感じ、健全に成長する

ことを願う心からだ。

去る2018年、メディアで実に痛ましい記事を目にした。小児糖尿病の子供の治療のために個人的に

医療機器を海外から直接購入して改造したエンジニア出身の母親が、犯罪者として処罰される危機

に瀕しているという内容だった。その母親は幸い起訴猶予にはなったが、

現行法上、このような事例に対する救済策が皆無であるため、二度とこのような痛ましい状況が招

かれないよう法制度を整備する必要があった。

そこで、個人治療、臨床試験、研究開発目的で海外から輸入する医療機器の輸入許可・認証・届出

を免除する「医療機器法改正案」を発議した。この改正案は、国内に代替医療機器がなく海外で安

全性が認められた場合に限り、販売・賃貸目的ではない純粋な研究・使用目的で輸入される医療機

器とその付属品について、その輸入許可・認証・届出の手続きを免除する内容を盛り込んでいる。

国内に代替品がなく、治療目的で不可避に海外から医療機器を購入しなければならない人々に、わ

が国の法体系の不備によって犯罪者のレッテルを貼ってはならない。しかし、医療機器法改正案は

結局通過しなかった。食薬処（食品医薬品安全処）は単に問題となった「持続血糖測定器」を輸入

許可免除医療機器として登録する措置を講じ、当該案件についてのみ責任逃れをしてしまったのだ。

科学技術が発達し、新薬、新しい医療機器が次々と登場する。法が、システムが、より迅速にこれ

に対応すべき必要性は高まるばかりだ。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第5章 東大門改造計画

← 前の章

全章を見る

次の章 →

東大門改造計画

清凉里グランドバザール

東大門には20か所余りの伝統市場がある。清凉里（チョンリャンリ）駅周辺だけでも清凉里総合市

場や京東（キョンドン）市場をはじめ、8つの伝統市場が集まっている。可楽洞（カラクトン）に農

水産青果市場ができるまで、清凉里はソウルで最大の在来市場であり、向かい側の薬令市（ヤンニョ

ンシ）は世界的にも珍しい伝統薬材のみを専門に扱う。清凉里一帯にこのような巨大市場が形成さ

れたきっかけは1964年。京春線と中央線が開通し、ソウル近郊を結ぶ交通の要所として清凉里一帯

が注目され始めてからだ。当時は個人の行商人が多かった時代で、八

道（パルド）を渡り歩いていた商人たちが清凉里に集まってきた。以前は南楊州（ナミャンジュ）

に源を発する洪陵川（ホンヌンチョン）が清凉里まで流れていたが、1970年代に洪陵川が蓋をされ

る（暗渠化される）と、川を中心に両側に密集していた店が一つに統合され、市場がさらに巨大化

するきっかけとなった。

大型スーパーやクーパン（Coupang）、ホームショッピングがいかに主流になろうとも、京東市場、

清凉里市場、薬令市の役割が衰えることはない。特に農水産・青果はスーパーの最安値が到底及ば

ない価格帯を形成しており、スーパーよりも豊富な清凉里市場の品揃えの多様性には舌を巻くほど

だ。モロッコのマラケシュにあるジャマ・エル・フナ広場は、ユネスコ世界文化遺産に登録された

特異な場所だ。映画『カサブランカ』の舞台としても知られているが、元々この市場は広場だった

という。基本的にはフリーマーケットの性格を帯びており、食べ歩き文化が発達している。性格は

少し異なるが、ジャマ・エル・フナのように再編された市場がある。代表的なのが沖縄の那覇市第

一公設市

場だ。那覇市第一公設市場は農連市場とともに「那覇の台所」と呼ばれるほど、市民に食材を供給

する場所として有名だ。構造も路地と路地が続く清凉里の伝統市場とよく似ている。こうした外国

の市場とわが国の清凉里市場を比較して考えてみた。

現代の伝統市場は、市場としての役割とともに観光地としての役割も担っている。その違いは何か

といえば、かつての伝統市場は食材を売る場所だった。市場で食材を買って帰り、家で料理して食

べる。観光地としての市場は、その中で美食体験とショッピング、レジャーのすべてが解決されな

ければならない。このケースで成功したのが広蔵（クァンジャン）市場だ。地元住民なら市場で食

べるとしても日常的な食事を探すことになるが、観光客の立場では少し違う。ここでしか味わえな

い一種の特産料理や、界隈で一番有名だという名店を探すことになる。あるいは清凉里とはあまり

脈絡がなくても、素敵なものを食べたいと思うものだ。韓国人なら「いや、この料理と清凉里に何

の関係があるんだ！」と言うかもしれないが、外国人観光客なら清
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涼里で味わうすべての料理が新鮮に映る。つまり、まともな韓国料理レストランを市場内に入店さ

せなければならない。第二に、市場内の優れた飲食店を発掘し、その店にまつわる物語を紡ぎ（ス

トーリーテリング）、その場所の象徴性をマッチングさせなければならない。

那覇の第一公設市場は、沖縄で味わえるあらゆる料理を網羅している。単に日本のどこでも食べら

れる刺身だけでなく、魚のバター焼き、沖縄スタイルの定食、ローカルなおやつまで。そこで観光

客は市場の情緒を楽しみ、消費する。当然、市場の外縁には疲れた足を休められるカフェを配置す

べきだ。

トルコのグランドバザールは世界で最も古い屋内市場だ。かつて東ローマ帝国の首都であり、オス

マン帝国の栄光とともに国際的な名声を誇った市場だった。わが国の歴史で残念な点は、植民地と

分断、そして

戦争を経て、こうした歴史性を持つ場所がすべて破壊されてしまったことだ。厳密に言えば、鍾路

（チョンノ）の六矣廛（ユギジョン）が生き残っていれば、歴史性の側面からグランドバザールの

ように整えるのに適していただろうが、避馬路（ピマッコル）まで撤去してしまった今となっては

遠い話だ。規模だけで見るなら、清凉里一帯の市場に統一されたデザインとインテリア、そして統

合決済システムを構築して結びつければ、グランドバザールとかなり近い機能を果たせると思われ

る。イスタンブールのグランドバザール形式と、那覇の第一公設市場の形式を加味する方法だ。

これこそが「グランド清凉マーケットモール」構想だ。アイデア通りに進めば、清凉里一帯は大韓

民国最大の伝統市場群へと変貌を遂げるだろう。北京の王府井（ワンフージン）夜市や上海の南京

東路、あるいはタイのチャトゥチャックに匹敵する観光名所として育て上げることができる。そし

てこれは東大門の復興へとつながるはずだ。李必炯（イ・ピルヒョン）区庁長が夢見るこのような

構想が実現できるよう、国会議員に再選されたら総力支援する考えだ。

すべての道は清凉里に通ず

東大門区という地名は「東大門」に由来しているが、現在、東大門は鍾路区昌信洞（チャンシンド

ン）に位置している。東大門区の実質的な中心は東大門ではなく、清凉里駅とその周辺だ。清凉里

駅は京畿道（キョンギド）北東部や江原道（カンウォンド）へと続く鉄道駅である。駅ができ、人

が集まることで、自然と清凉里一帯に数多くの市場が生まれた。清平（チョンピョン）、加平（カ

ピョン）、春川（チュンチョン）へ行くためには、必ず清凉里駅を経由しなければならない。80年

代末、マイカー時代が定着するにつれ、清凉里一帯は交通のメッカという地位を徐々に失っていっ

た。それでも80～90年代の清凉里は、京畿道や江原道の郊外へMT（合宿旅行）に出かける大学生

がその空白を埋めた。毎年学

期初になると、清凉里にはMTの荷物を抱えた大学生であふれかえった。ならば、人が訪れる東大門

区を復元する秘訣も、まさに交通網の再建にあるのではないだろうか。

現在、清凉里駅には1号線と京義（キョンイ）・中央線、京春線、盆唐（プンダン）線、そしてKTX

が乗り入れている。まず、1日9便の運行という、形ばかりの盆唐線の運行本数を増やさなければな

らない。1日数便という運行回数のせいで、京義中央線の迂回列車に乗って王十里（ワンシムニ）ま

で行ったと憤慨する市民が数え切れないほどいる。盆唐線との線路連結は、これまでソウルの東部

へとのみ拡張を続けてきた清凉里と東大門区一帯が、京畿道南部へと拡張されることを意味する。
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水西（スセ）発のSRTも清凉里を経て議政府（ウィジョンブ）まで連結される予定だ。清凉里にSRT

が連結されれば、ソウルの鉄道交通のハブは「ソウル駅1強」体制から「ソウル駅・清凉里の2強」

体制へと変わる。ここにGTXのB、C路線も連結される

予定だ。仁川の松島（ソンド）と汝矣島（ヨイド）、ソウル駅、清凉里を経て南楊州で終わるB路線

と、議政府を出発して東灘（ドンタン）まで結ばれるC区間が、いずれも清凉里を経由する。大韓民

国の3つの重要な路線が清凉里を経由すると言っても過言ではない。ここに江北（カンブク）圏の都

心同士を結ぶ軽電鉄である面牧（ミョンモク）線まで開通すれば、清凉里はソウルの交通の最中心

地として再び位置づけられることになる。

このように交差する地域に、人々が食べ、飲み、休み、語らうことができる核心的な空間こそが、

清凉里版グランドバザール計画なのだ。この現場を見守ることができ、寄与できるということは、

政治家としても無限の光栄である。東大門区 Forever!

薬令市の伝統文化も今や見どころの時代

神農（しんのう）は中国神話に登場する。人の体に牛の頭を持っていたと言われ、農業の父とされ

る。あらゆる草や実、キノコを自ら味わい、人が食べてもよいものか、毒があって食べられないも

のかを判別して人々に教えた。中国はこれをもとに農耕の礎を築いた。ある日、一日に百種類もの

毒草を食べて苦しんでいたところ、香り高い一枚の葉を見つけて噛んだら、百の毒がすべて消えた

という。これこそが「茶」の始まりである。

神農崇拝は中国に端を発するが、漢字文化圏に

広く影響を及ぼし、農業の神として崇められた。韓国でも新羅時代から神農を祀る祭祀が行われて

おり、高麗時代には王が自ら先農壇（ソンノンダン）で神農に祭祀を捧げ、自ら畑を耕したという。

神農と先農は併用される表記だ。

韓国は伝統的に農耕国家であったため、誰よりも神農への祭祀を重要視した。王が手本を見せる農

耕は、民に示す一種の模範であった。そのため、先農壇で祭祀を行う日になると、王は自ら畑を耕

し、ちなみに王妃は耕作に該当する女性の義務である養蚕（ようさん）のデモンストレーションを

行わなければならなかった。大韓帝国末期まで行われていた先農壇の行事は、日本の植民地時代を

経て途絶えることになるが、これは大韓帝国の皇室が解散され、祭祀を執り行う主体がなくなった

ためだ。当時、先農壇の祭祀は王と天との対話と考えられていたため、王でない者は祭祀を挙行す

ることができなかったからである。

幸いにも、その多くの歴史的苦難の中でも先農壇の祭壇は生き残った。 1979年、祭基洞（チェギ

ドン）の有志たちが立ち上がり、先農壇で自発的な祭祀を捧げ始めた。 現在は東大門区が祭祀を執

り行っており、農林畜産食品部とソウル市が後援する文化行事として定着した。

最近では、こうした歴史ある行事の一つ一つが見どころとなる時代となり、先農祭享（ソンノンジェ

ヒャン）も人々が訪れる東大門区の代表的な観光商品として位置づけられている。 先農祭享の参加

プログラムの一つに伝統遊び、衣装体験、そして伝統的なソルロンタン�再現がある。 ソルロンタ

ンは起源について諸説あるが、最も有力な説の一つは、先農壇で祭祀を終えた後に牛を屠って煮て

食べた風習に由来するというものだ。
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ここから得られるヒントは、東大門区独自のソルロンタン特化事業が可能かどうかの検討だ。 東大

門区は近隣の馬場洞（マジャンドン）と連携しているため、質の高い牛肉を確保する上でも有利で

あり、前述の通り完璧なストーリーテリングが備わっている。

薬令市も先農壇との連携が可能だ。 前述のように、神農氏は一日に100種類の毒を味わった後、苦

しみの末に茶を発見した。 今でこそ茶は嗜好品として消費されているが、初期には薬用植物として

消費されていた。

実際に薬として処方されることもあったが、これは東西を問わず共通した現象だ。 韓国は米国の影

響を受け、茶よりもコーヒー文化が主流ではあるが、最近は若年層を中心に紅茶の嗜好も着実に増

加している。 先農壇と薬令市を結びつける媒介こそが「茶」であり得る。

現在、韓国にはお茶好きが好んで行くような、あるいはあらゆる種類のお茶を楽しめるくつろぎの

空間がない。 その点で、お茶屋通りの建設は、グランドバザール・先農壇・薬令市のすべてを網羅

する一つのキーワードになり得る。 どうせ韓国茶だけでは種類が足りず、通りを形成することは不

可能だ。

しかし、我々のコンセプトは東西が出会うグランドバザールだ。 ヨーロッパ人のフレーバーティー

やインドのミルクティー、中国の八大銘茶、そして香ばしい韓国の雀舌（チャクソル）や日本の抹

茶まで、これらすべてが調和できる空間を作ることができれば、先に清

涼里を開拓した「スターバックス京東1960」とも良い対比をなす。文化財がお金にならない？ そ

れも昔の話だ。東大門区は物語と物語を紡ぎ合わせて何かを生み出すことができる最適な場所だ。

今はそういう時代なのだ。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第6章 大韓民国の未来を憂える

← 前の章

全章を見る

次の章 →

大韓民国の未来を憂える

人口崖の大韓民国。2023年の大韓民国は、少子化記録をまた更新しそうな気配だ。合計特殊出生率

0.7人ではなく、0.6人台に突入するかもしれないという。韓国の超少子化現象は今に始まったこと

ではない。これほどの超少子化率は、人類が誕生して以来、一度も経験したことのない現象だ。か

つて私たちは日本の少子化率を嘲笑し、日本消滅を考えたりもしたが、現在の日本の人口は1億

2500万人で、合計特殊出生率は1.3人程度と数年間安定している。日本の出生率は韓国の2倍に近

い。これまで自分の家が火事になっているのも知らず、他人の家の火事見物に夢中になっていたわ

けだ。

人口学者であるオックスフォード大学のデイビッド・コールマン教授は、韓国の少子化がこのまま

続けば、地球上から消滅する第1号の国家になるかもしれないと予想した。実に17年前の予測だ。

コールマン教授は少子化問題を解決するための先行条件として、労働の柔軟性と安定性、ワーク・

ライフ・バランス、私教育の抑制を挙げた。

韓国政府は判断が鈍かった。1984年から少子化の兆候が見えていたにもかかわらず、1996年になっ

てようやく産児制限政策を撤回した。しかし、長期間続いた少子化基調の慣性を防ぐ対策や、社会

的な雰囲気を一新しようとは考えもしなかった。その間、私たちはゴールデンタイムを逃した。そ

の結果が今日である。

少子化が招くわが社会の未来は、暗澹たるそのものだ。並大抵の戦争や自然災害は足元にも及ばな

いほどだ。戦争や自然災害は、終わるやいなや、すぐに自然回復力を見せる。事実、この回復力こ

そが人類社会を支えてきた根本的な要因の一つであった。しかし、人口消滅は

1984年に合計特殊出生率1. 74人を記録して以来、40年間着実に下がり続けており、今も継続中で

あり、回復力という根源的な力そのものを消失させている。 だからこそ、張秉浣（チャン・ビョン

ワン）元企画予算処長官が「少子化は核爆弾よりも恐ろしい」とまで言ったのではないか。

65歳以上の高齢者が占める割合が7％以上なら高齢化社会、14％以上なら高齢社会、20％以上なら

超高齢社会と定義される。 事実、高齢化は多くの国が直面している問題ではある。 重要なのは、ほ

とんどの先進国が経験する高齢化は、その推移が緩やかだということだ。

つまり、社会が高齢化の衝撃を吸収できるかなりの時間的余裕が与えられるという意味だ。 欧州も

高齢化、高齢化と言われてきたが、超高齢社会に到達するまでに50～100年かかり、そのおかげで

ある程度対応が可能だった。 対策を立てる時間が与えられたということだ。

しばらくの間「滅びる」と言われていた日本が超高齢社会に突入するのには36年かかった。 韓国は

2000年に高齢社会に突
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入して以来、26年で超高齢社会に突入した。いや、韓国は一体なぜこれほどまでにすべてが早いの

か！

統計庁の発表を根拠に、50年後の未来を予測してみよう。2020年の韓国の生産年齢人口（15～64

歳）は約3,700万人だ。これから17年後の2040年になると、生産年齢人口は今より1,000万人減っ

た2,853万人に、30年後の2070年になると1,730万人に減少する。もちろん、この時は総人口も

3,100万人となり、1969年の水準に回帰する。

当然、生産人口は減り、扶養すべき高齢人口が多くなる。2020年に生産年齢人口100人が扶養する

高齢人口は22人であったが、2050年になると80人になる。つまり、100人が働いて、彼らが納め

た税金で80人を扶養しなければならない時代が来る。ここに年少扶養まで加えれば、1人が生産し

て1人を扶養する時代が来る。果たして、そんなことが可能なのだろうか。

いや、生産人口1人が扶養しなければならない人口はもっと多いかもしれない。韓国は世界で期待寿

命が最も長い国だ。現在、韓国の期待寿命は83歳だが、まもなく90歳に伸びる。医療費が急増する。

すべての人は、生涯で支出する医療費の半分が70歳を過ぎてから発生する。こうした人口が2020

年の350万人から、2050年には1,200万人になる。

年金は？ 健康保険は？ すべて持続可能なのだろうか。税収がないというのに。福祉にかかる費用は

すべて税金から賄われる。国会予算政策処が予想したデータを見ると、現在の国家債務比率を維持

するという前提の下で、2020年の生産人口1人当たりの租税負担額は約1,000万ウォンだが、

2040年になると3,000万ウォンに達することになる。20年で3倍を負担しなければならない。これ

は今後、着実に2％の経済成長率が持続するという状況で仮定した、最も楽観的な予想だ。

地方消滅は言うまでもない。2017年にはすでに229の

市・郡・区のうち83の市・郡・区が消滅危険地域に分類された。2047年になると、全国が消滅危

険地域になる。68％は消滅高危険地域となる。地方だけの話ではない。2047年になると、ソウル

の鐘路、城東、中浪、恩平、瑞草、江西、松坡、東大門が消滅危険段階に突入し、2067年になると

ソウルだけで15の区が消滅高危険段階に入る。国家消滅という言葉はもはや誇張ではない。実在す

る、それも明確に目に見えるリスクなのだ。さあ、私たちはどうすべきか。

桜の咲く順に地方大学の危機は訪れる

「地方大学は桜の咲く順に潰れる」という話が20年前からあった。生存がそれだけ難しいというこ

とだ。今後30年余りが経過すれば、地方大学の80％が廃校になるという暗澹たる展望は、明確な現

実となった。2020年基準で、全国の大学入学者数は10年前より約10％減少したが、ソウルや仁川

などの首都圏は、むしろ1％程度微増した。しかし、慶尚南道地域の大学は17％、全羅南道地域の

大学は16％、慶尚北道地域の大学は15％、忠清南道と全羅北道の大学の入学者は平均14％減少し

た。コロナパンデミックを通過した2023年の状況はさらに深刻だ。

た。高3の学生数は40万人を割り込み、39万8,721人だ。2022年の高3学生が43万人だったので、

1年の間に3万人以上が消えたことになる。2024年度の大学入試選抜定員は、4年制の一般大学が

34万4,296人など、計51万884人だ。今年の高3学生よりも実に11万2,613人分も定員が余る。入

試業界の話によれば、浪人生を合わせても大学入学定員に対してセンター試験（修能）受験者が4万
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人も不足するという。

知人の中に地方大学の教授が何人かいる。学生募集のために高校を回り、高3の生徒、高3の担任、

入試関連業務の先生方に学生募集をお願いしたりするそうだ。必要であれば、商品券やプレゼント

などを用意して訪ねることもある。教授たちが高校の職員室を頻繁に訪れるため、煩わしくなった

高校側が「大学教授出入り禁止」の看板を掲げたという話は、すでに昔の話だ。ところが最近では、

教授たちが高校へ行くと、同病相憐れむような眼差しで迎えてくれるという。なぜ状況が逆転した

のだろうか。今や地方の高校も、状況が大学と似てき

たからだ。高校の先生たちも学生募集のために中学校を駆け回らなければならない。高校もいつか

消えるかもしれないという危機感が増幅されているのだ。全羅南道の潭陽（タミャン）に昌平（昌

平）中学校という学校がある。私が10年ほど前、知人の依頼を受けて特講に行ったことがあった。

全校生徒が21人だったが、教職員は24人だった。すでに学生よりも教職員の方が多かった。少子化

は地方だけの問題か。いや。2023年2月、流動人口が多いことで有名な建大（コンデ）入口にある

華陽（ファヤン）小学校が廃校になった。ソウルのど真ん中で全校生徒が84人。ソウルで学生不足

により廃校になった学校は、華陽小が初めてではない。すでに2020年に廉江（ヨムガン）小と孔進

（コンジン）中も廃校になっている。

地方大学はすでに随分前から政府の補助金で延命している状況だ。こうなると不正や犯罪が生じる

こともある。産業体選考を悪用して、社会人ではない人まで書類を偽造して入学させ、制裁を受け

たケースもある。ひどい場合には、幽霊学生を作り出すことさえ

ある。そのように最低限の外観を作り出してこそ、政府から支援を受け、大学の生存が可能になる

からだ。

廃校になる地方大学が増えるほど、学生たちの消費で延命している地方都市の経済も疲弊せざるを

得ない。軍の入隊資源減少による部隊の統廃合、および大学の廃校は、地方消滅を加速させる要因

にもなる。大学が廃校になれば、教授・教職員も失業者になる。海外で博士号を取得し、長年勉強

してきた人材が、大韓民国では失業者になるのだ。第二に、大学周辺の商店街や下宿屋などの経済

が壊滅的な打撃を受ける。2000年以降に廃校となった大学・専門大学は19校で、すべて地方の私

立大学だ。

教育界では、国家が学校法人に対する買収・合併、統廃合を拡大し、地方大学の廃校問題を解決す

べきだという声が上がっている。慶州（キョンジュ）大学と徐羅伐（ソラボル）大学、忠南（チュ

ンナム）大学とハンバッ大学などが統廃合を行ったり、統合の議論が進行中であ

る。慶尚（キョンサン）大学と慶南科学技術大学、全南（チョンナム）大学と麗水（ヨス）大学、

そして江原（カンウォン）大学と三陟（サムチョク）大学、慶北（キョンブク）大学と尚州（サン

ジュ）大学の統合の場合、肯定的な相乗効果を生んだと分析されている。

米国・英国などの先進国では、創設者に財政的な撤退の余地を与え、社会的資源として再活用でき

るよう、構造調整と再生を支援している。

それらすべての議論の前に、学生数が減るという理由で、地方大学の廃校は当然なのか。国家は廃

校と統廃合を維持する方向にのみ政策を進めるべきなのか。断じてそうではない。この部分におい
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て、大韓民国の政治指導者の想像力と国家の集団知性が重要だと考える。大韓民国の人材は世界最

高水準であり、大多数� 地方大学の教職員は実力を認められた人々だ。文字通り、大韓民国発展の

ための基礎研究の根幹といえる。地方大学の廃校を防がなければならない。こうした人的・物的資

源を活用する方法を講じるべきだ。

韓国社会はなぜ出産を忌避するようになったのか。一般的な理論は、ノーベル経済学賞を受賞した

ゲーリー・ベッカーの合理的選択論だ。この主張によれば、親の所得が増えるほど、優れた資質の

子どもを持ちたいという欲求も比例して大きくなるという。そのため、多子＝総養育費の上昇とい

う問題が発生するため、少数の子どもを産み、子どもの質を高める方向へ投資を集中させることに

なったという説明だ。しかし、この理論をそのまま適用するには問題が多い。韓国の場合、共働き

で収入が安定している世宗（セジョン）市のような場所が、相対的に出生率が高いからだ。

女性の経済力も出生率に影響を与える。 KDI（韓国開発研究院）が発表した論文によると、女性の

賃金が10％上がると子どもを産む確率が2. 5％減少し、第二子を産む確率は2.

7％低くなることがわかった。 一方、男性の配偶者の賃金が10％上がると、第二子を産む確率は3.

2％まで上がるという。

しかし、何よりも重要な原因は、未婚が急増しているという点だ。 韓国の少子化は未婚の急増が最

大の原因と見られる。 2020年基準で、30代男性の50.

8％、女性の33. 6％が未婚だ。 これは1990年の30代男性の9.

5％、女性の4. 1％が未婚だったのに比べ、ほぼ5～8倍に増加したということでもある。 就職難、

住宅難など、主に経済環境の切迫さによって異性と出会う機会さえ失われ、恋愛をしても結婚には

至らないと分析されている。

結婚した夫婦が1、2人の子どもを産むにとどまっている現状において、結婚件数の減少は出産の減

少を意味する。 初婚年齢の上昇は、夫婦の出産に関する選択に影響を与える。 男性は経済活動が

可能な年齢、子どもを養育できると考える期間内にのみ、子どもを産もうとするだろう。女性の場

合、初婚年齢が高くなると初産年齢も高くなるため、妊娠しにくくなる。高い初産年齢は、女性が

追加で子どもを持つことを困難にする要因となり得る。こうした女性の生物学的な要因は、結局、

少子化現象を深化させる要因として作用する。このように、結婚は出産と密接に関連しており、最

近の結婚件数の減少と初婚年齢の上昇が、少子化を加速させる重要な要因であると考えることがで

きる。

保健社会研究院の2018年の資料を見ると、結婚に対する男女間の認識の差を垣間見ることができる。

22～44歳の未婚男性の場合、配偶者の学歴、職業、所得の順に重要視する一方で、女性は配偶者の

職業、所得を優先順位に挙げていた。2021年の大学進学率を見てみよう。男性は76.8％、女性は

81.6％だ。名門大学への進学率においても、男女間の格差はもはやない。特に女性は就職試験に強

みを見せ、9級公務員合格者

の60％が女性である状況だ。問題は、このように社会経済的な地位が上昇した女性は、自分と同等

かそれ以上の地位の男性を求めるが、この条件に合う男性はますます減っているということだ。ミ
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スマッチがますます多く発生せざるを得ない。さらには、伝統的な家族制度が急速に崩壊している

点にも注目すべきだ。協働を通じて家庭経済を完成させる必要性がなくなり、能力のある若者は、

心理的な孤独さえ克服できれば、経済的に一人で暮らすことが不可能ではない状況が作られた。つ

まり、結婚を選択する代わりに「緩やかな関係」を好み、子どもを産まず、法的な負担のない同棲

を好む現象が起きている。こうした傾向が一人暮らし世帯の急増する原因であり、結局、出生率の

低下、大韓民国社会の崩壊へとつながっている最中なのだ。

ローマの滅亡は人口減少から始まった

人口減少は帝国をも滅亡させる。ギリシャの都市国家スパルタは、徹底した純血主義国家だった。

出生率が低下すると、スパルタ市民だけで構成された軍人の数が減少し、その後のテベとの戦争で

敗北し、自然に歴史から姿を消した。一方、ローマは血統を問わなかった。血縁主義に執着せず、

属州出身であっても市民権さえあれば、対等なローマ市民として遇した。さらには、属州出身の皇

帝も何人かいた。こうした包容力を基盤に、ローマは繁栄に必要な十分な人口基盤を築いた。全盛

期のローマは地中海を中心にアフリカ、欧州、中東まで続く大帝国を建設し

た。コンスタンティノープルに建設された東ローマは、西ローマ滅亡後も千年以上にわたって存続

した。

ローマは人口調査を最初に実施した国家の一つだ。聖書に見るイエスの誕生も、人口調査のために

すべての人々が故郷へ向かうようになったことから始まる。当時の人口統計はパピルスを通じて残っ

ているが、1世紀から2世紀の間、ローマ帝国の人口は約5,900万～7,900万人と推定されている。

当時は今と違い乳幼児死亡率が高かったため、人口を維持するためには多産が必須だった。乳幼児

死亡率を考慮すると、人口を維持するための出生率は最高4.5～6.5人が必要だった。そのため、ロー

マ帝国の繁栄期には、一家庭に子どもが10人もいる家が珍しくなかったほどだという。黄金期であ

るクラウディウス皇帝の時代、ローマの人口は最大で8,000万から1億2,000万人を超えたことが知

られている。ローマ帝国の威力は、その本質が人口にあった。

人口が帝国の繁栄の最低必要条件であることを悟ったアウグストゥス皇帝は、出産奨励政策を法制

化した。 結婚しない者には独身税を課した。 20歳～60歳の男性、20歳～50歳の女性が結婚しな

い場合、独身税という別途の税金を課した。

独身のまま50歳を過ぎると、財産を相続したり、あるいは相続を受けたりする資格を一切剥奪する

法律を作ったりもした。 公職者を選ぶ際にも、能力が似ていれば多子家庭に優先的な選抜と昇進の

機会を与えた。 しかし、西ローマが滅亡する時点では、人口は5,000万人ほどに減っていた。

ローマ本国の市民の間に広範に広がっていた出産忌避の風潮が、その原因だった。 浴場とワインに

象徴される豊かで幸せな生活は、出産への欲求を刺激しなかった。 当時のローマも今日の大韓民国

のように、経済成長→少子化という構造から自由ではなかったのだ。

末期に行くほど、ローマ帝国のシステムを維持するための核心的人材が十分に供給できなくなった。

 戦争のできる人口、働ける人口が

減少し、国家経済の柱が揺らぎ始めた。
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帝国の全盛期には、征服戦争によって領土が拡張し、征服地を通じて奴隷が供給されることで、働

ける人々が増え、それによって経済が成長し、福祉が強化される好循環の構造を持っていた。しか

し出生率が低下すると、ローマ市民権保持者で構成されたローマ軍の数と戦力が弱体化し、結局、

帝国の拡張は止まり、奴隷の供給も中断された。これにより、すべてが変わった。帝国の拡張が止

まるだけでなく、既存のローマ領土の現状維持も困難な状況へと変わっていったのだ。悪循環の輪

は経済的な負担へとつながった。多方面で財政悪化の兆候が顕著だった。出生率の減少→市民権保

持者の減少→軍人の減少→戦争不能により奴隷の補充不可→帝国維持の負担増加→福祉の負担困難

→ローマ滅亡。このような順序で悪循環の経路をたどったのである。

結論として、人口減少は帝国の滅亡へとつながった。全盛期には一家庭で10人の子どもが生まれて

いたのが、衰退期には若年層の婚姻率が半分を超えず、子どもの出産は既婚者の半分、出産をする

としてもたった1人を出産する場合がほとんどだったという。ローマ滅亡の根本原因を、他にどこに

求めることができようか。

米国は合計特殊出生率が2人を超える比較的余裕のある状況だが、アメリカンドリームを実現するた

めに全世界から米国に集まる数多くの若者たちに、最大限市民権を与えている。ドイツも同様に、

合計特殊出生率が2人に満たない。しかし、開放的な移民政策と難民受け入れ政策で補完している。

両国とも、若くて有能な生産可能人口を海外から供給（輸血）し続ける方式で、毎年補充している

のだ。

1,500年前のローマ滅亡の姿が、今の大韓民国の30年後の姿だ。今からでも私たちはハンガリー方

式の

出産奨励政策、および米国やドイツ方式の外国人青年の供給を通じた国籍開放政策の好循環構造を

作り出さなければ、大韓民国はただ歴史の夜明けの空に短い時間輝いて消滅するかもしれない。

国籍法改正案と東方の灯火

2021年、私は国籍法改正案を提出した。賛成と同じくらい反対の世論も多かった。現実的な必要性

と反外国人情緒が衝突した。人口消滅の危機の中で意味のある試みだったという評価を受けたが、

ハードルを越えることはできなかった。なぜ私は嵐の中心に立つことを承知で国籍法改正案を出し

たのだろうか。この章では、その話をしようと思う。2022年基準で国内に滞在する外国人は224万

人に達する。このうち長期滞在外国人が170万人であり、留学生は20万人だ。最後に永住権（F-5）

を持つ

外国人は18万人に達する。永住権を持つ外国人が国内で子どもを出産すれば、彼らの故郷は韓国だ。

韓国語で疎通し、この地で生きていく。外見は少し違うかもしれないが、韓国のどの子ども、青少

年と同じように学校に通い、同じ思考を共有する、現代のどの子らとも変わらない。しかし、父親

または母親が韓国国籍を取得しない限り、本人が成人して個別に帰化許可を受けるまでは、大韓民

国国籍を取得することができない。そこで、両親が韓国の永住権を持っている場合に限り、韓国で

生まれた子どもに限定して国籍取得を簡素化しようという趣旨で改正案を出した。前述の通り、彼

らを韓国社会に編入させ、少子高齢化社会に伴う人口構造の変化に先制的に対応しようという意味

も大きかった。
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2019年には、外国国籍の優秀な人材のための簡易帰化規定を新設した改正案も出した。 帰化要件

の対象者に、国内の大学で学位を取得した外国国籍の人材を含めた。 韓国は、私たちが望もうと望

むまいと、すでに先進国である。

過去の表現に言い換えば、帝国主義の入り口に立っているということだ。 現代の時代は、他国の領

土を物理的に侵略せず、一方的に利益を収奪しない。 それが2度の大きな戦争を経験した人類の教

訓だったからだ。

しかし、経済と文化となれば話は別だ。 結局、先進国とは他国の経済的、文化的に影響を与える国

だ。 帝国、現代の言葉で言えば先進国は、基本的に門戸が開かれている。

圧倒的な軍事、経済、文化力への自信を持って門を大きく開き、外来の思想をスポンジのように吸

収して自分のものにする。 そのように他の文化さえも自分のものにする過程で、国家は成長し、育

ち、偉大にな

る。

遠くローマや米国まで行く必要もない。中国史上、最も繁栄を謳歌した唐の時代がそうだった。漢

民族だけで構成された宋や明がいかに脆弱であったか、私たちは歴史を通じて知っている。

現在、忠清道（チュンチョンド）以南の大学は、今日潰れるか明日潰れるかの違いだけで、すでに

没落しつつある。大学が潰れれば、大学周辺の生態系が崩壊する。飲食店とワンルームマンション、

スーパーが同時に没落する。ここに教職員や教授陣も失業状態に陥る。結局、私たちは外国人留学

生を積極的に誘致してでも地方大学の没落を防がなければならず、韓国で育てたこれら外国人の人

材が韓国に定着し、韓国で労働できる条件を整えてあげなければならない。

ここから一歩踏み込んで、低開発国の学生たちに無償教育を提供すべきだ。どうせ韓国で学び、学

位を取得した友人たちは、賃金の安い母国へ帰るつもりはないだろうから。韓国は賃金も高い上、

福祉をはじめとする諸般の環境も彼らの母国に比べてはるかに優れている。彼らに無償の大学教育

を受けさせるとすれば、年10万人を基準に1人当たり3,000万ウォン、つまり年間3兆ウォン程度が

かかる。すでに私たちは海外のODA事業のうち、教育分野だけで年間3,000～4,000億ウォンを使っ

ている。

第二に、彼らが韓国で学位を取得した場合、永住が可能になるようにしなければならない。そうし

てこそ、身分の不安定さなしに、毎年のビザ更新の恐怖なしに、韓国での生活に没頭できる。彼ら

が消費し、労働し、子どもを産み、結局彼らの税金で国の運営が回っていく。これは決して損な投

資ではない。

いずれ本国へ帰る人々についても心配する必要はない。学位課程を韓国で過ごし、ここで働いてい

た人々が本国に帰ってできる仕事は、韓国とのネットワークを活用した事業であるはずだ。つまり、

彼らはそれぞれ自国で韓国製品を販売する卸・小売業者になったり、バイヤーになったりする。国

ごとに発展の過程は似ている。私たちが経てきた過程そのままに、彼らも同じ道を歩むしかない。

自転車に乗り、バイクに乗り、軽自動車に乗り、排気量が増えていくのが私たちの人生であり、さ

らには彼らの未来だ。韓国で韓国の生活を送った人々が本国に帰れば、韓国
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で培った優れた見識でその社会をリードするだろうし、そのためにも韓国との接点は必ず必要だ。

実際に海外で韓国製品を販売している現地人の相当数は、韓国での滞在経験がある。人間は経験を

活用して食べていくしかない動物だ。私たちは、韓国での生活経験と私たちのネットワークを活用

せざるを得ない、巨大な親韓派集団を従えることになるのだ。

私はこれをプロジェクト「東方の灯火」と命名した。「東方の灯火」プロジェクトが現実のものと

なるかは、私の意志と大韓民国国民の想像力にかかっている。

インド人に注目してみよう

世界的な脱中国基調の中で、「チャイナ・プラス・ワン」として最も注目されている国はインドだ。

土地が広く人口が多いため、市場としても工場としても中国に代わる唯一の地域として浮上してい

る。さらに、インドの人材は検証されている。今日、インドの人材なしで回るシリコンバレーは想

像すらできない。グーグルのサンダー・ピチャイをはじめ、MS、IBMのようなIT企業、ファッショ

ン企業のシャネルの最高経営責任者もインド系だ。英国の首相、米国の副大統領がインド系なのだ

から、国際政治においてもインド人の実力を疑う人はいない。

ここで私たちは、なぜ中国人や他のアジア人に比べて、インド人が多くの国で認められ、上流社会

に定着することが可能だったのかを考えてみる必要がある。多くの人が英語でコミュニケーション

が可能な「言語の自由」を挙げるが、議員時代に訪れたインドで聞いた英語は、全く聞き取れない

インド専用の地域言語のような感じだった。もちろん発音や語法は異なるが、英語が公用語の一つ

であるため、英語を学校でしか学ばない私たちに比べて、英語圏での適応が早いことは否定できな

いだろうが。

すべての国家において上流社会進出の核心的条件の一つは、その共同体に忠誠を尽くせるか。端的

に言えば、裏切らないかという点だ。せっかく技術を教え、影響力のある人物にしたのに、祖国が

呼んでいると言って本国へ帰ってしまうケースが多いため、外国人に人的投資をする前には、必ず

その人がこの地に根を下ろす人であるかをまず見極める。この点でインド人は非常に優れているの

だが、インド人は定住した国でスパイ事件を起こした事例がない。これは

米国籍を持っている状況でも母国のために機密を漏洩して摘発され、しばしばニュースになる韓国

や中国などの東アジアの人々と、最も大きな違いである。

韓国人や中国人は国家共同体を通じてアイデンティティを付与される構造であるのに対し、インド

はこうした情緒が比較的薄い。韓国や中国が古来から受け継がれてきた国家共同体の意味が大きい

のに比べ、インド人にとって「インド」という言葉は地名に近い概念だ。もともとインドという言

葉は、現在のイラン、かつてのペルシャの人々から見て、インダス川の向こう側に住む人々を総称

する呼称だった。つまり、最初から地理的な概念から始まった。さらに、インドは韓国や中国のよ

うな東アジアの国とは異なり、統一国家を築いた歴史が短い。インドは基本的に各地域が独立して

割拠していた。現在のインド共和国が、インドが作った最初の中央集権的国家だと言われるほどだ。

このため、愛国心が主要な価値である東アジアの人々から見れば、分裂的で愛国心が薄いように見

え

る。今年初め、インドのあるメディアがインド人留学生に「卒業後にインドに帰るか」というアン

ケートをとったことがあった。結果は驚くべきものだった。インドに帰るというインド人はほとん



50

どいなかった。その理由をさらに尋ねると、留学生たちはインドの劣悪な環境、女性や子どもに不

利な社会構造、脆弱な医療・福祉のためだと答えた。つまりインド人は、どこであれ自分を遇して

くれるなら移住する意思がある。

韓国は欧米諸国に比べて言語的には不利だ。しかし、欧米とは比較にならないほど素晴らしい治安

と医療保険制度を持っている。インド人が海外に出て暮らしたいというニーズの大部分を、完璧に

満たすことができるという話だ。私たちを裏切る可能性の低い、世界的な天才たちがそう遠くない

ところにいたわけだ。実際に現在の韓国居住外国人の統計を見ても、インド人はブルーカラーがほ

とんどいない。すべて専門職だ。私たちが抱く外国人労働者のイメージとは全く異なる集団だとい

うことだ。

こうしたインドの人材に対して、先に目をつけたのは日本だ。 東京の江戸川区は、居住するインド

人だけで4,000人に達する、日本居住インド人の10％が集まって住む地域だ。 ちなみに江戸川区の

人口の25％がインド人でもあった！

日本にインドの人材が集まり始めたのは1999年。 今となっては笑い話だが、当時の人々は2000年

になるとコンピュータが誤作動を起こす「Y2K問題」が発生し、大混乱が来ると信じていた。 単に

国民を安心させるためだったのか、あるいは実際に日本政府がY2Kに脅威を感じたのかはわからな

いが、当時の細川護熙首相がインドを訪問し、インドIT人材のビザ発給を大幅に緩和したことで、

東京にインドのIT人材が集まるようになる。

ちなみに、インド人ラッシュが起こる前の1990年代、江戸川区内のインド人はわずか58人だった

という。

江戸川区は、金融機関の本社が集まる大手町、日本証券取引所がある日本橋へと乗り換えなしでア

クセス可能な、いわゆる交通の要所である上に、当

時、新興ベッドタウンとして開発された場所だったため、不動産の賃料も東京都心に比べればかな

り手頃な方だったという。

インドの専門人材たちは、キャリアのために日本を経由する場所程度に認識していたという。 そこ

で考案した方法が、いっそのことインド人家族全員が移住できる環境を作ろうというもので、その

結果「グローバル・インディアン・インターナショナル・スクール」というインターナショナルス

クールを作ったのだという。 つまり、インド人の技術者たちが自分の子どもを育てられる条件を真っ

先に作ったわけだ。

それも、インド特有の英才教育システムをそのまま導入した状態でだ。 効果はあった。 はるかに優

れた社会環境で子どもたちを育てられるというのは、大きなメリットだ。

現在、江戸川区のインド人の子どもたちのための学校は2校ある。 それだけその間に流入がさらに

増えたということだ。 何より、自分の子どもたちを真の国際人として育てたい日本の親たちの熱気

まで加わり、現在はインターナショナルスクールの学生のうち40％が日本人、残りがインド人だ

という。日本は私たちが知らない間に、すでにここまで来ている。さあ！ ここで私たちは何を学べ

るだろうか。
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没入、次元の異なる人口減少対策

人間は一つの考えや一つの感覚に、どれほど長く集中できるだろうか。測定してみると、思ったよ

り長くないことがわかる。小川のほとりに座り、流れる水の音を聴き続けてみると仮定しよう。ス

トップウォッチを手に持ち、聴覚で小川の水の音を聴き始めると同時にストップウォッチを押し、

そしてある瞬間、小川の水の音を聴いているのではなく別のことを考えていると気づいたまさにそ

の瞬間に、ストップウォッチの終了ボタンを押す。一つの感覚や考えに集中できる集中持続時間が、

おぼろげに測定される。その時間はどれくらいだろうか。実際にやってみればわかるが、長くても3

分、5分を過ぎれば本

当に素晴らしい集中力だ。 この意味は、私たちが勉強しようと机に座っているが、1時間の授業時

間のうち、本当に勉強に集中している時間は20分に満たず、その間のかなりの時間を雑念に費やし

ているということになる。 そのため、手で書き、口に出して読む勉強方法を勧めたりもする。

働くことも同様だ。 そのため、かつての禅宗では「ご飯を食べる時にご飯を食べ、仕事をする時に

仕事をすることが、最も優れた修行だ」と言った。 人間の人生で見れば、人は約50年間働いて生き

るが、そのうち3分の1は睡眠、3分の1は休息、そして3分の1が働く時間だという。

しかし、その働く時間の中でも集中の割合を代入すれば、一人の人間が本当に働く「純粋な業務（

学習）時間」はそれほど長くはないという点だ。 ならば、働く時間に本当に仕事に集中・没入して

行い、勉強すべき時間に本当に勉強に没入すれば、私たちの人生の効率性ははるかに純粋に高まる

のではないだろうか。

人口減少は防げない。 結局、現存する資源が高付加価値を生産できるよう、教育文化システムを改

革する作業が必要だ。 おそらくこれが唯一の定数かもしれない。

急激な人口減少の時代に有能な外国人を流入させることと相まって、この「時間集中法・没入」が

私たちの生活に普遍化されれば、大韓民国ははるかに高付加価値の技術や製品が生み出されるので

はないだろうか。 最近、私が注目している方向が、ソウル大学の黄農文（ファン・ノンムン）教授

が書いた「没入」という領域だ。 時間の使用効率を高める「没入」技法を通じて、全分野の生産性

を高めてみようという話だ。

事実、韓国人は「圧縮成長」の主人公だ。 建国から現在まで成し遂げてきた大韓民国の姿を見れば、

「偉大だ」という言葉を否定するのは難しそうだ。 黄農文教授が主張する没入の核心は、ひたすら

一つの問題を継続的に考え抜くスキルを磨こうということだ。

ある考えに集中できるということは、生産力の次元で凄まじい効果が発揮され

る。私たちに答えは与えられているが、その答えを実践するのが現代人としてはかなり難しいとい

うのが、与えられた課題のようだ。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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結び

← 前の章

全章を見る

おわりに

人間は尊厳な存在である。憲法前文にも記載されており、この世のあらゆる宗教の教えでもある。

「一人の人間は一つの宇宙である」と表現されるではないか。ただ、尊厳の具体的な形態や内容は、

時代や国家によって決定される。ノルウェー、アメリカ、北朝鮮、中国、リビアのうち、どの国で

生まれたかによって、人生の出発点から大きく異なるだろう。一人の人間が生きた歴史的な時間軸

も非常に重要である。科学技術は概ね時間の経過とともに発展してきたからだ。2023年を生きる大

韓民国の普通の若者なら、飛行機で12時間ほど飛んで行くヨーロッパへのバックパック旅行を、朝

鮮時代の世宗大王はいくら王であって

も不可能だった。 おそらく世宗大王は、ヨーロッパという概念すらなかっただろう。 あの速いモン

ゴル騎馬兵たちでさえ、カラコルムからハンガリーまで馬に乗って駆け抜けるのに100日以上かかっ

た。

歴史上、科学技術は絶え間なく発展してきたが、現代文明の基礎技術の多くは1800年代以降、特に

情報コンピュータ技術は1970年代以降に始まったものだ。 大韓民国の平均死亡年齢は今や90歳に

近づいている。 わずか50年前の1970年代、男性の平均寿命は58.

6歳、女性は65. 6歳だった。 医療と保健科学技術の発展により、40年間で平均寿命を30年も延ば

した。

前近代の基準で見れば、一生分をさらに生きることになったわけだ。 一人の人間の人生が具体的に

どれほど尊厳を持ち得るかは、その人が生きた時代の科学技術の水準、そしてその人が属する国の

政治経済体制の有用性にかかっている。 政治がすべきことはまず、人類全体の生活の質をアップグ

レードさせるために不可欠な要素である科学技術の発展の

ために力を尽くすことである。 国防力の基本も科学技術に由来する。 一発を装填し発射するのに

10秒かかる火縄銃と6連発ライフルの対決は、すでにそれ自体で戦争�勝敗が決まっている。

障害者の移動権の問題も同様だ。 技術発展を通じて、精密ロボット関節のような補助器具を安価に

供給できれば、それによって「移動障害」という言葉が無意味になれば、自ずと解決される問題だ。

かつては良い師を求めてあちこち引っ越し、孟母三遷の教えを実践しなければならなかったが、今

はYouTubeが大韓民国の全国民に対し、望む授業を心ゆくまで聞ける「訪ねてくる師」の役割を果

たしている。

もしもう少し積極的に独学をしたいなら、インターネットの海へ出ればいい。 インターネットはす

でにそれ自体で巨大な図書館となっている。 科学技術は人間の尊厳の具体的な内容であり、私たち

が属する共同体の永続のための最も重要な領域だと考える。
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第20代国会議員時代、科学技術常任委員会で4年間ずっと、科学技術者たちが自由に研究し技術を

開発できるシステムを作るために努力してきた。 米韓ミサイル指針の解除を導き出し、大韓民

国の防衛産業発展の土台を作ったりもした。 ただし、「タダ（TADA）」のように革新的な技術で

はなく、すでに構築された既存の社会セーフティネットを破壊し、金儲けに血眼になった集団に対

しては、庶民保護の護民官として厳重な鉄槌を下すことも明言する。 現在、大韓民国は多くの分野

で世界最高水準を誇っている。

アメリカも及ばない公的医療システム、安全な治安、情報通信技術。 大統領弾劾などの紆余曲折は

あったが内戦は発生せず、憲法裁判の枠組みの中で解決した。 大韓民国は世界最高の教育熱を背景

に、このような文明の成果を成し遂げてきた。

しかし、私たちはこの高い成果をこれからも続けていくことができるだろうか。 世界中の人口機関

や碩学たちは、少子化・人口問題によって大韓民国が最も早く消滅する国だと語る。 大韓民国が直

面している最も重要な問題は、急激な人口減少である。

少子高齢化があまりにも早く、深刻だ。 大韓民国の

出生率がピークだった頃、1年に100万人ずつ生まれていた子供たちが、今や1年に26万人しか生ま

れない。 一方で、61歳だった平均寿命は今や90歳に迫っている。 研究所で新製品・新技術の開発

に邁進すべき若い研究人材が、ある時点から入ってこなくなっている。

軍隊では毎年、現役兵の入隊資源が2万人ずつ着実に減っている。 陸軍の2個師団を毎年減らしてい

かなければならない。 扶養されるべき高齢者は指数関数的に増える一方で、税金を納め扶養の財源

を確保する経済活動人口は急激に減っている。

さらに、中国による技術奪取によって技術格差が縮まり、対中輸出はますます困難になっている。

大韓民国の立場からは、総体的・構造的な難局である。 この問題を解決しなければ、大韓民国の持

続可能性は失われる。

私はこの問題に対し、2つの解決策を提示したい。 生まれてくる絶対的な人口が少ない状況で、子

供たち全員を最高の能力を持つ人材に育てることだ。 特にソウル大学のファン・ノンムン教授が提

唱する「没頭学習法」は

注目すべきだと考える。 国民一人ひとりが没頭学習法を通じて高い問題解決能力と創造的思考を持

つようになれば、絶対数の不足を補うことができると思う。 そのためには、教育方法の改革、入試

制度の改革を伴わなければならない。

この改革は必ず成し遂げなければならない。 二つ目は、海外の優秀な青年人材を大韓民国に流入さ

せることだ。 大韓民国の1年間の予算はおよそ700兆ウォン前後である。

そのうち約3兆ウォンほどを支出し、途上国の若い青年約10万人ほどを大韓民国に招き、全額奨学

金を支給して無償教育を行おう。 課程が終わった後、約70%は母国へ戻り、残りの30%は様々な

形で大韓民国に残留するだろう。 戻った70%は10～20年が経てばその社会で中枢的な役割を果た

すようになり、その過程で韓国との協業の機会を探そうとするだろう。
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残った30%は大韓民国の急激な少子化の問題点を一定程度補完するとともに

不足している国内の内需需要の基盤にもなるだろう。 すでにイギリスやドイツ、アメリカなどの先

進国で古くから実施されてきた方法だ。 私たちもこの優れた方法を、現在の国力で可能な時点です

ぐに実施すべきである。

この過程を通じて、大韓民国が築き上げた世界最高の文明システムを開発途上国に移転・伝播させ、

大韓民国の成果が地球村全体の成果として同期されるようにしなければならない。 その過程で、大

韓民国共同体自体の持続可能性の機会も見出すことができるだろう。 私は政治を通じて、1）科学

技術の持続的な発展、2）人口問題という大韓民国が直面している重大な問題の解決、3）そして解

放後から現在までの医療保険、治安、行政、司法システムなど、大韓民国の偉大な成果を全世界に

分かち合うという時代的役割を果たしたい。

「東方の灯火」となって全世界の文明を一段階アップグレードさせる使命を、私たち大韓民国が果

たすべき時が来たのだ。 成し遂げさえすれば、ただ痕跡が残るだけのローマ文明や、痕跡すら残っ

ていないチンギス・カンのモンゴルよりも、はるかに偉大な足跡を

人類史に残すことになるだろう。2023. 11. 長安洞にて 金京鎮

← 前の章
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